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January-February 2024, No.383

　福の神として崇敬されているえびす様をま
つる神社の総本社・西宮神社。境内にある神
池の西側中央に架かる嘉永橋は、境内末社で
ある松尾神社の参道にあります。
　江戸時代、嘉永元（1848）年に造られ、境
内に残る最古の石造りの桁橋で、長さは約
6m、幅約1.8m。六甲山で採れる花崗岩（御
影石）が用いられ、敷石の上には石製の欄干
が備え付けられています。
　歴史的建造物にもかかわらず、現在も通行
できます。「宮参り」「七五三」「成人式」などの
人生の節目に、この橋の上で記念撮影をする
人も多く、市民に愛されている橋の一つです。
　池、周りの木々、景石などとともに、境内の
景観に風情を与えています。平成25（2013）
年に国の登録有形文化財（建造物）に登録さ
れています。
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西宮コミュニティ協会は26のコミュニティーエリアに
分かれています。
各地域の編集員が独自に企画・編集したページです。

本誌中央のページ地 域 版

海あり、川あり、鉄橋あり！
町なかに架かる橋を巡る 南西部エリア

くらしのインフォメーション
歩くもよし　ハシるもよし
見て楽しむもよし 東部エリア

あなたの地域の橋を探して　PART 3
名塩地域　苦楽園地域　北口地域　生瀬地域
甲陽地域　香櫨園地域　上ケ原地域　甲東地域

Event Box・新春プレゼントクイズ
あなたの地域の橋を探して　PART 4
広田地域　浜脇地域　西宮浜地域
甲子園口地域　平木地域　芦原地域

コミ協レポート・お知らせ

〔新年号特別編集〕
歩く、ハシる、見て楽しむ

橋がつなぐ人とまち
あなたの地域の橋を探して　PART 1
春風地域　夙川地域　津門地域　鳴尾地域

自然豊かな景観と歴史が楽しめる
橋を巡る 北部エリア

あなたの地域の橋を探して　PART 2
瓦木地域　神原地域　今津地域　越木岩地域
山口地域　安井地域　用海地域　大社地域

町の中でも自然に出合える 西部エリア

海あり、川あり、鉄橋あり！
町なかに架かる橋を巡る 南東部エリア

か こうがん

104
嘉永橋

橋の上から池を眺める
七五三参りの子どもたち

か えいばし
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
行
動
制
限
の
緩
和
に
伴
い
、

昨
年
は
各
地
域
で
行
事
が
再
開
し
、つ
な
が
る
地
域
を
目
指
し
て
動
き

始
め
ま
し
た
。

　
今
年
の
新
年
号
の
テ
ー
マ
は「
橋
」で
す
。ま
ち
と
ま
ち
を
つ
な
ぐ
橋
、

人
の
く
ら
し
を
支
え
る
橋
、ふ
る
さ
と
を
彩
る
橋
な
ど
、普
段
何
気
な
く

渡
っ
て
い
る
橋
に
も
い
ろ
い
ろ
な
歴
史
や
物
語
が
あ
り
ま
す
。

　
市
内
に
流
れ
る
河
川
や
海
に
架
か
る
橋
、山
へ
と
つ
な
が
る
橋
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
橋
を
特
集
し
ま
し
た
。

　「
橋
が
つ
な
ぐ
人
と
ま
ち
」西
宮
の
魅
力
を
お
届
け
し
ま
す
。

歩
く
ハ
シ
る
見
て
楽
し
む

　阪神本線の線路沿いにあります。ピンク色の橋の欄干には桜の花びらがデザ
インされており、かわいらしい雰囲気です。

◆新浦風橋 ＜春風地域＞

阪神久寿川駅から徒歩約 3 分

　昭和10（1935）年に木製から鋼製の橋に架け替えられまし
た。親柱に記された「くもゐばし」の文字が当時をしのばせます。

◆雲井橋 ＜夙川地域＞

阪急夙川駅から徒歩約 3 分

　阪神高速3号神戸線の下り、武庫川出口は円を描くようなループ橋になっています。ループ橋を
真下から見上げると、その壮大なスケールに圧倒されます。写真右は鳴尾新川に架かる遊覧橋
の手前から見たループ橋。

◆高速出口のループ橋 ＜鳴尾地域＞

阪神武庫川駅から徒歩約 5 分

　
国
道
２
号
に
架
か
る
津
門
歩
道
橋
か
ら
見
た
風
景
。県
立

西
宮
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー（
仮
）が
建
設
中
で
す
。令
和
４
年

に
大
規
模
な
古
墳
群
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

◆
津
門
歩
道
橋 

〈
津
門
地
域
〉

阪
急
阪
神
国
道
駅
か
ら
す
ぐ

Part1111
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生瀬生瀬

西宮名塩

東山台桜通り

JR宝塚線

中国自動車道
国道176号

大多田
川

名塩川

西川

県道
51号

国
道
176
号

有
馬
街
道

金仙寺湖

船
坂
川

武
庫
川

県
道
82
号

盤
滝
ト
ン
ネ
ル

盤
滝
ト
ン
ネ
ル

盤
滝
ト
ン
ネ
ル

盤滝トンネル

武田尾武田尾

名塩

生瀬

82

④②
③

⑤
⑥

⑧

⑦

山口①

有
馬
川

西
宮
山
口
JCT

①
十
王
堂
橋

　
阪
急
金
仙
寺
口
バ
ス
停
で
降
り

る
と
、
そ
ば
に
あ
る
の
が
有
馬
川

に
架
か
る
十
王
堂
橋
で
す
。
橋
の

西
角
に
石
の
道
標
が
あ
り
、「
右

あ
り
ま
・
な
だ
」「
左
ふ
な
坂
・

西
ノ
宮
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

明
治
34
（
１
９
０
１
）
年
に
立
て

ら
れ
た
も
の
で
、
昔
の
街
道
が
交

差
す
る
重
要
な
場
所
で
あ
っ
た
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
春
は
有
馬
川
緑
道
の
桜
、
初
夏

に
な
る
と
有
馬
川
に
美
し
く
光
る

ホ
タ
ル
な
ど
、
橋
か
ら
の
眺
め
は

季
節
の
移
ろ
い
が
感
じ
ら
れ
ま

す
。
桜
、
ホ
タ
ル
が
鑑
賞
で
き
る

時
期
に
は
各
種
イ
ベ
ン
ト
も
開
催

さ
れ
ま
す
。

②
駅
前
橋

　
公
智
神
社
付
近
の
西
川
に
架
か

る
何
の
変
哲
も
な
い
橋
。
そ
の
辺

り
に
は
、
列
車
や
バ
ス
な
ど
駅
に

関
連
し
た
施
設
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、橋
名
は
駅
前
橋
と
い
い
ま
す
。

　
大
正
4
（
１
９
１
５
）
年
、
有

馬
鉄
道
株
式
会
社
が
、
三
田
か
ら

有
馬
ま
で
の
約
12
・
2
km
を
開
業

（
後
の
国
鉄
有
馬
線
）
し
ま
し
た
。

現
在
の
下
山
口
辺
り
に
は
、
有
馬

口
駅
の
駅
舎
や
貨
物
ホ
ー
ム
が
あ

り
、
構
内
に
あ
っ
た
日
本
通
運
な

ど
の
倉
庫
か
ら
、
米
や
特
産
品
の

竹
製
品
、
寒
天
な
ど
が
積
み
込
ま

れ
た
そ
う
で
す
。

　
し
か
し
、
行
楽
路
線
だ
っ
た
た

め
、
第
2
次
世
界
大
戦
中
の
昭

和
18
（
１
９
４
３
）
年
に
休
業
・

廃
止
と
な
り
、
鉄
道
施
設
は
撤

去
さ
れ
、
駅
前
橋
と
廃
線
跡
の

桜
並
木
だ
け
が
残
り
ま
し
た
。
駅

前
橋
の
名
は
有
馬
線
の
名
残
な
の

で
す
。

③
天
上
橋

　
有
馬
川
に
架
か
る
天
上
橋
は
、

国
道
１
７
６
号
天
上
橋
交
差
点
付

近
に
あ
り
ま
す
。
橋
の
山
側
に
あ

る
天
上
公
園
に
は
「
公
智
神
社
旧

鎮
座
跡
」
の
石
碑
が
あ
り
ま
す
。

　
大
化
3
（
6
4
7
）
年
に
、
孝

徳
天
皇
が
有
馬
温
泉
に
行
幸
し
た

際
、
行
宮
造
営
の
用
材
を
当
時
の

社
地
だ
っ
た
久
牟
知
山
か
ら
切
り

出
し
、
こ
の
橋
を
渡
っ
て
運
び
出

し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
の
材
木

が
良
質
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
功
地

山
の
山
名
が
付
い
た
そ
う
で
す
。

　
そ
の
後
、
現
在
地
に
社
地
を
移

し
、
時
代
と
と
も
に
「
功
地
」
が

「
公
智
」
に
変
わ
り
、
山
口
の
氏

神
・
公
智
神
社
と
し
て
親
し
ま
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
功
地
山
は
現
在
、
北
六
甲

台
の
住
宅
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。

通
称
「
お
天
上
山
」
と
呼
ば
れ
て

い
た
た
め
、
そ
の
名
残
を
天
上
橋

の
名
に
留
め
ま
す
。
橋
か
ら
名
来

辺
り
へ
と
続
く
川
沿
い
に
咲
き
誇

る
桜
並
木
は
圧
巻
で
す
。

④
大
西
ル
ー
プ
橋

　
国
道
１
７
６
号
の
慢
性
的
な
交
通

渋
滞
解
消
や
交
通
安
全
の
確
保
を

目
的
に
名
塩
道
路
の
整
備
が
計
画
さ

れ
、工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
ル
ー
ト
が
名
塩
の
町
中

を
避
け
て
、
少
し
高
台
に
あ
る
中

国
自
動
車
道
側
に
移
っ
た
こ
と

で
、
旧
国
道
と
の
合
流
点
（
名
塩

大
西
町
）
に
高
低
差
が
生
ま
れ
、

こ
れ
を
つ
な
げ
る
た
め
に
大
西

ル
ー
プ
橋
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
に
名

塩
地
区
の
バ
イ
パ
ス
区
間
が
開
通
。

旧
道
の
通
行
量
は
１
日
に
２
〜
３

千
台
と
、
名
塩
道
路
の
ほ
ぼ
10
分

の
１
に
ま
で
減
少
し
、
名
塩
の
町

な
か
は
交
通
渋
滞
が
緩
和
さ
れ
、

歩
行
者
の
安
全
が
向
上
し
ま
し
た
。

　
田
畑
が
広
が
る
自
然
豊
か
な
場

所
で
大
き
く
目
立
つ
こ
の
建
造

物
は
、
建
設
当
初
は
違
和
感
が

あ
り
ま
し
た
が
、
住
民
の
願
い
も

か
な
い
、
年
月
を
経
て
な
じ
ん
で

き
ま
し
た
。
大
西
ル
ー
プ
橋
を
見

て
「
あ
〜
、名
塩
に
帰
っ
て
き
た
」

と
感
じ
る
ほ
ど
に
、
そ
の
景
観
は

和
紙
の
里
・
名
塩
の
新
し
い
シ
ン

ボ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

⑤
名
塩
新
橋

　
Ｊ
Ｒ
西
宮
名
塩
駅
（
昭
和
61
年

開
業
）
や
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど

を
誘
致
し
、
西
宮
市
北
部
の
公
共

交
通
の
拠
点
づ
く
り
の
た
め
、
名

塩
川
の
鹿
戻
し
と
呼
ば
れ
る
断

崖
が
埋
め
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

そ
こ
に
西
宮
名
塩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

へ
続
く
道
路
を
建
設
。
名
塩
川
や

Ｊ
Ｒ
西
宮
名
塩
駅
を
横
断
す
る
名

塩
新
橋
が
架
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
道
路
の
愛
称
は
「
東
山
台
桜
通

り
」
で
、
約
3
・
3
km
も
続
く
桜

並
木
を
見
よ
う
と
、
春
に
な
る
と

多
く
の
人
た
ち
が
名
塩
新
橋
を

渡
っ
て
訪
れ
ま
す
。

じ
ゅ
う
お
う
ど
う
ば
し

て
ん
じ
ょ
う
ば
し

く
　
む
　
ち
　や
ま

※
こ
う
ち

や
ま

＊
し
し
も
ど

新
しい
名
塩
の
橋

橋を渡ると旧有馬線の線路跡。左には公智神社、
奥へ進むと光明寺があります

有馬川に架かる天上橋。中央奥に広がる
北六甲台住宅地が元のお天上山です

天上橋から見る景色は、春は桜のピンク、
初夏の青葉、秋の紅葉、冬の雪化粧など、
どの季節も美しい川辺です

淡い光を放つホタルが
この辺り一帯で飛び交います

十王堂橋のそばには道標が見えます

上部山裾が埋め立て中の鹿戻し。手前は建設中の名塩
新橋です（昭和50年代中頃撮影）

名塩新橋からは、斜行エレベーターや斜面に立
つ白系色の集合住宅など、西宮名塩ニュータウ
ンが望めます

埋め立て前の鹿戻し(昭和40年撮影)

新しい道路と旧道の高低差は約７m

名塩道路と大西ループ橋の合流点が見えます

※地図上の数字は
P4・5・9のスポットです

9ページ、生活を支える生瀬の橋に続く

＊鹿戻しの由来
　塩瀬中学校付近に「鹿戻し」と呼ばれる
断崖がありました。
　そこは名塩川の流れに削り取られ、水音
がかすかに谷底から聞こえるぐらいの、目
もくらむような絶壁。それを見て、猟師に
追われた鹿もたじろいで後ずさりしたこと
から鹿戻しと呼ばれました。古くから、交
通の難所として知られ、古い文献にもその
名が見られます。

歴
史
を
語
る
山
口
の
橋

北
部
エ
リ
ア

自
然
豊
か
な
景
観
と

　歴
史
が
楽
し
め
る
橋
を
巡
る

※

「
く
ち
」「
く
む
ち
」「
こ
う
ち
」と
諸
説
あ
り
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JR宝塚線

中国自動車道
国道176号

大多田
川

名塩川

西川

県道
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国
道
176
号

有
馬
街
道

金仙寺湖

船
坂
川

武
庫
川

県
道
82
号

盤
滝
ト
ン
ネ
ル

盤
滝
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ネ
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盤
滝
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ネ
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④②
③

⑤
⑥

⑧

⑦

山口①

有
馬
川

西
宮
山
口
JCT

①
十
王
堂
橋

　
阪
急
金
仙
寺
口
バ
ス
停
で
降
り

る
と
、
そ
ば
に
あ
る
の
が
有
馬
川

に
架
か
る
十
王
堂
橋
で
す
。
橋
の

西
角
に
石
の
道
標
が
あ
り
、「
右

あ
り
ま
・
な
だ
」「
左
ふ
な
坂
・

西
ノ
宮
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

明
治
34
（
１
９
０
１
）
年
に
立
て

ら
れ
た
も
の
で
、
昔
の
街
道
が
交

差
す
る
重
要
な
場
所
で
あ
っ
た
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
春
は
有
馬
川
緑
道
の
桜
、
初
夏

に
な
る
と
有
馬
川
に
美
し
く
光
る

ホ
タ
ル
な
ど
、
橋
か
ら
の
眺
め
は

季
節
の
移
ろ
い
が
感
じ
ら
れ
ま

す
。
桜
、
ホ
タ
ル
が
鑑
賞
で
き
る

時
期
に
は
各
種
イ
ベ
ン
ト
も
開
催

さ
れ
ま
す
。

②
駅
前
橋

　
公
智
神
社
付
近
の
西
川
に
架
か

る
何
の
変
哲
も
な
い
橋
。
そ
の
辺

り
に
は
、
列
車
や
バ
ス
な
ど
駅
に

関
連
し
た
施
設
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、橋
名
は
駅
前
橋
と
い
い
ま
す
。

　
大
正
4
（
１
９
１
５
）
年
、
有

馬
鉄
道
株
式
会
社
が
、
三
田
か
ら

有
馬
ま
で
の
約
12
・
2
km
を
開
業

（
後
の
国
鉄
有
馬
線
）
し
ま
し
た
。

現
在
の
下
山
口
辺
り
に
は
、
有
馬

口
駅
の
駅
舎
や
貨
物
ホ
ー
ム
が
あ

り
、
構
内
に
あ
っ
た
日
本
通
運
な

ど
の
倉
庫
か
ら
、
米
や
特
産
品
の

竹
製
品
、
寒
天
な
ど
が
積
み
込
ま

れ
た
そ
う
で
す
。

　
し
か
し
、
行
楽
路
線
だ
っ
た
た

め
、
第
2
次
世
界
大
戦
中
の
昭

和
18
（
１
９
４
３
）
年
に
休
業
・

廃
止
と
な
り
、
鉄
道
施
設
は
撤

去
さ
れ
、
駅
前
橋
と
廃
線
跡
の

桜
並
木
だ
け
が
残
り
ま
し
た
。
駅

前
橋
の
名
は
有
馬
線
の
名
残
な
の

で
す
。

③
天
上
橋

　
有
馬
川
に
架
か
る
天
上
橋
は
、

国
道
１
７
６
号
天
上
橋
交
差
点
付

近
に
あ
り
ま
す
。
橋
の
山
側
に
あ

る
天
上
公
園
に
は
「
公
智
神
社
旧

鎮
座
跡
」
の
石
碑
が
あ
り
ま
す
。

　
大
化
3
（
6
4
7
）
年
に
、
孝

徳
天
皇
が
有
馬
温
泉
に
行
幸
し
た

際
、
行
宮
造
営
の
用
材
を
当
時
の

社
地
だ
っ
た
久
牟
知
山
か
ら
切
り

出
し
、
こ
の
橋
を
渡
っ
て
運
び
出

し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
の
材
木

が
良
質
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
功
地

山
の
山
名
が
付
い
た
そ
う
で
す
。

　
そ
の
後
、
現
在
地
に
社
地
を
移

し
、
時
代
と
と
も
に
「
功
地
」
が

「
公
智
」
に
変
わ
り
、
山
口
の
氏

神
・
公
智
神
社
と
し
て
親
し
ま
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
功
地
山
は
現
在
、
北
六
甲

台
の
住
宅
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。

通
称
「
お
天
上
山
」
と
呼
ば
れ
て

い
た
た
め
、
そ
の
名
残
を
天
上
橋

の
名
に
留
め
ま
す
。
橋
か
ら
名
来

辺
り
へ
と
続
く
川
沿
い
に
咲
き
誇

る
桜
並
木
は
圧
巻
で
す
。

④
大
西
ル
ー
プ
橋

　
国
道
１
７
６
号
の
慢
性
的
な
交
通

渋
滞
解
消
や
交
通
安
全
の
確
保
を

目
的
に
名
塩
道
路
の
整
備
が
計
画
さ

れ
、工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
ル
ー
ト
が
名
塩
の
町
中

を
避
け
て
、
少
し
高
台
に
あ
る
中

国
自
動
車
道
側
に
移
っ
た
こ
と

で
、
旧
国
道
と
の
合
流
点
（
名
塩

大
西
町
）
に
高
低
差
が
生
ま
れ
、

こ
れ
を
つ
な
げ
る
た
め
に
大
西

ル
ー
プ
橋
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
に
名

塩
地
区
の
バ
イ
パ
ス
区
間
が
開
通
。

旧
道
の
通
行
量
は
１
日
に
２
〜
３

千
台
と
、
名
塩
道
路
の
ほ
ぼ
10
分

の
１
に
ま
で
減
少
し
、
名
塩
の
町

な
か
は
交
通
渋
滞
が
緩
和
さ
れ
、

歩
行
者
の
安
全
が
向
上
し
ま
し
た
。

　
田
畑
が
広
が
る
自
然
豊
か
な
場

所
で
大
き
く
目
立
つ
こ
の
建
造

物
は
、
建
設
当
初
は
違
和
感
が

あ
り
ま
し
た
が
、
住
民
の
願
い
も

か
な
い
、
年
月
を
経
て
な
じ
ん
で

き
ま
し
た
。
大
西
ル
ー
プ
橋
を
見

て
「
あ
〜
、名
塩
に
帰
っ
て
き
た
」

と
感
じ
る
ほ
ど
に
、
そ
の
景
観
は

和
紙
の
里
・
名
塩
の
新
し
い
シ
ン

ボ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

⑤
名
塩
新
橋

　
Ｊ
Ｒ
西
宮
名
塩
駅
（
昭
和
61
年

開
業
）
や
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど

を
誘
致
し
、
西
宮
市
北
部
の
公
共

交
通
の
拠
点
づ
く
り
の
た
め
、
名

塩
川
の
鹿
戻
し
と
呼
ば
れ
る
断

崖
が
埋
め
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

そ
こ
に
西
宮
名
塩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

へ
続
く
道
路
を
建
設
。
名
塩
川
や

Ｊ
Ｒ
西
宮
名
塩
駅
を
横
断
す
る
名

塩
新
橋
が
架
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
道
路
の
愛
称
は
「
東
山
台
桜
通

り
」
で
、
約
3
・
3
km
も
続
く
桜

並
木
を
見
よ
う
と
、
春
に
な
る
と

多
く
の
人
た
ち
が
名
塩
新
橋
を

渡
っ
て
訪
れ
ま
す
。

じ
ゅ
う
お
う
ど
う
ば
し

て
ん
じ
ょ
う
ば
し

く
　
む
　
ち
　や
ま

※
こ
う
ち

や
ま

＊
し
し
も
ど

新
しい
名
塩
の
橋

橋を渡ると旧有馬線の線路跡。左には公智神社、
奥へ進むと光明寺があります

有馬川に架かる天上橋。中央奥に広がる
北六甲台住宅地が元のお天上山です

天上橋から見る景色は、春は桜のピンク、
初夏の青葉、秋の紅葉、冬の雪化粧など、
どの季節も美しい川辺です

淡い光を放つホタルが
この辺り一帯で飛び交います

十王堂橋のそばには道標が見えます

上部山裾が埋め立て中の鹿戻し。手前は建設中の名塩
新橋です（昭和50年代中頃撮影）

名塩新橋からは、斜行エレベーターや斜面に立
つ白系色の集合住宅など、西宮名塩ニュータウ
ンが望めます

埋め立て前の鹿戻し(昭和40年撮影)

新しい道路と旧道の高低差は約７m

名塩道路と大西ループ橋の合流点が見えます

※地図上の数字は
P4・5・9のスポットです

9ページ、生活を支える生瀬の橋に続く

＊鹿戻しの由来
　塩瀬中学校付近に「鹿戻し」と呼ばれる
断崖がありました。
　そこは名塩川の流れに削り取られ、水音
がかすかに谷底から聞こえるぐらいの、目
もくらむような絶壁。それを見て、猟師に
追われた鹿もたじろいで後ずさりしたこと
から鹿戻しと呼ばれました。古くから、交
通の難所として知られ、古い文献にもその
名が見られます。

歴
史
を
語
る
山
口
の
橋

北
部
エ
リ
ア

自
然
豊
か
な
景
観
と

　歴
史
が
楽
し
め
る
橋
を
巡
る

※

「
く
ち
」「
く
む
ち
」「
こ
う
ち
」と
諸
説
あ
り

各宗仏壇仏具、別注、修理　創業80余年 至芦屋

至梅田阪神電鉄

国道2号線 西宮渡辺
心臓・血管センター

ココ
N

西宮駅

阪神西宮駅

西
宮
市
役
所

東
川171

号
線

JR
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Part2222

　この小さな市の橋「238号橋」は、旧瓦木村から西
宮に行くときに使われ、現在も残る道の途中にある
水路「新645号」に架けられた中島町と高畑町をつ
なぐ橋です。橋の西側には古くからお地蔵さんがま
つられていて、地域の人々が世話をしています。

◆238号橋 ＜瓦木地域＞

阪急バス高畑町下車徒歩約 5 分

　新川に架かる橋で河口付近にあります。ここから南西方面に
は、昨年完成した新川・東川統合水門が見えます。

◆今津港橋 ＜今津地域＞

阪神バス西谷町下車徒歩約７分

　大社地域の北西に位置するニテコ池は地域の
大切なシンボルです。春には桜、秋には紅葉の見
どころとして親しまれています。この池には２本
の橋のように道が横切っており、そこから望む甲
山も素晴らしく、散策にはうってつけです。

◆ニテコ池を渡る道 ＜大社地域＞

阪急苦楽園口駅から徒歩約 10 分

　夙川の堤と千歳町をつなぐ歩道橋から見
た風景。東西に細長い安井地域が一望でき
ます。

◆安井地域最西端の千歳町歩道橋 ＜安井地域＞

阪急夙川駅から徒歩約 5 分

　山頂にアンテナ塔が立っている山が畑山で、その麓に船坂川が流
れ込むダム湖・金仙寺湖が広がります。昔は、寒天を作る作業小屋や寒
天干場があり、船坂に行く古道もありましたが、今はダム湖に沈んでい
ます。県道82号大沢西宮線に架かる金仙寺橋は、山口地域から船坂
を経由して盤滝トンネルを抜け、西宮市内へと向かう最短ルートとし
ての重要な役割を担っています。

◆金仙寺橋 ＜山口地域＞

さくらやまなみバス金仙寺下車すぐ

　昭和30年代の東夕凪橋と西夕凪橋（写真左：
市・総務課提供）。郷土史家の飯田寿作氏が名付
けました。現在は六湛寺川に架かる六湛寺橋と
東川に架かる東川橋と名前を変えて国道43号沿
いにあります。

◆夕凪橋 ＜用海地域＞

阪神今津駅から徒歩約 10 分

　
夙
川
の
河
川
敷
か
ら
北
山
公
園
へ
向
か
う
ハ
イ
カ
ー

に
と
っ
て
は
、夙
川
上
流
緑
道
へ
続
く
道
へ
の
目
印
と

な
っ
て
い
ま
す
。

◆
越
木
岩
橋 

〈
神
原
地
域
〉

阪
急
苦
楽
園
口
駅
か
ら
徒
歩
約
10
分

阪
急
苦
楽
園
口
駅
か
ら
す
ぐ

　
橋
の
欄
干
に
桜
の
モ
チ
ー
フ
が
あ

し
ら
わ
れ
、桜
の
時
期
は
撮
影
ス
ポ
ッ

ト
に
な
っ
て
い
る
苦
楽
園
口
橋
。８
月

下
旬
に
行
わ
れ
る「
夙
川
千
本
燈
火
」

で
は
、橋
周
辺
に
も
ろ
う
そ
く
の
明
か

り
が
と
も
さ
れ
、幻
想
的
で
す
。

◆
苦
楽
園
口
橋 

〈
越
木
岩
地
域
〉

ゆうなぎ

6
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中国自動車道

花の峯青峯道路青葉台

西宝橋
国道176号

森興橋 武
庫
川

　⑥
生
瀬
水
道
橋

　
武
庫
川
に
架
け
ら
れ
た
幅
約
60

㎝
、
長
さ
約
1
0
0
m
の
細
長
い

生
瀬
水
道
橋
。
も
と
は
宝
塚
市
の

上
下
水
道
管
を
点
検
す
る
た
め
の

橋
で
し
た
が
、
地
元
住
民
の
要
望

で
開
放
さ
れ
ま
し
た
。

　
取
材
当
日
は
平
日
の
昼
時
で
し

た
が
、
15
分
ほ
ど
で
親
子
連
れ
な

ど
5
組
の
往
来
が
あ
り
、「
ほ
ぼ

毎
日
利
用
し
て
い
て
、
こ
の
橋
の

お
か
げ
で
宝
塚
ま
で
が
近
く
な

り
、
あ
り
が
た
い
で
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
渡
る
と
き
は
一
工
夫
が
必
要
で

す
。
橋
の
上
で
人
が
す
れ
違
う
に

は
、
荷
物
を
川
の
上
に
出
し
て
、

背
中
合
わ
せ
に
行
き
違
い
ま
す
。

「
す
み
ま
せ
ん
、
お
先
に
」
と
声

を
か
け
合
う
と
笑
み
が
こ
ぼ
れ
、

自
然
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

生
ま
れ
る
橋
で
す
。 

⑦
地
域
の
懸
け
橋
〜
青
峯
道
路

　
平
成
16
（
2
0
0
4
）
年
の
台

風
23
号
で
、
武
庫
川
を
渡
っ
て
花

の
峯
の
住
宅
地
に
通
じ
る
唯
一
の

森
興
橋
が
被
災
し
、
住
民
ら
は
一

時
孤
立
状
態
に
な
り
ま
し
た
。
隣

接
す
る
青
葉
台
の
西
宝
橋
に
も
同

様
の
こ
と
が
起
こ
る
恐
れ
が
あ

り
、
災
害
時
の
避
難
・
救
援
路
を

整
備
し
、
市
民
生
活
の
安
全
確
保

を
図
る
た
め
、
令
和
3
年
に
青
峯

道
路
が
開
通
し
ま
し
た
。

　
今
で
は
青
峯
道
路
を
通
じ
て
2

地
区
の
交
流
が
盛
ん
に
な
り
、
ペ

タ
ン
ク
大
会
、
ほ
っ
こ
り
カ
フ
ェ
や

手
芸
サ
ー
ク
ル
に
参
加
し
合
い
ま

す
。
ま
た
、
生
瀬
地
域
内
を
運
行

す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
ぐ
る
っ

と
生
瀬
」
が
走
る
な
ど
、
ま
さ
に

住
民
の
交
流
を
広
げ
た
懸
け
橋
と

も
い
え
る
道

路
で
す
。

⑧
生
瀬
橋

　
明
治
23
（
1
8
9
0
）
年
、
武
庫

川
に
架
か
る
生
瀬
橋
の
西
詰
に
、

清
涼
飲
料
水
を
製
造
す
る
ウ
ヰ
ル

キ
ン
ソ
ン
タ
ン
サ
ン
鉱
泉
宝
塚
工

場
が
で
き
ま
し
た
。
工
場
の
赤
と

白
の
モ
ダ
ン
な
洋
風
の
建
物
（
平

成
7
年
に
解
体
）
が
あ
る
風
景
は
、

長
ら
く
生
瀬
の
シ
ン
ボ
ル
で
し
た
。

　
ま
た
、国
道
1
7
6
号
の
生
瀬
橋

周
辺
は
慢
性
的
な
交
通
渋
滞
路
線

と
し
て
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
昭
和
60（
1
9
8
5
）年
、

渋
滞
緩
和
や
災
害
へ
の
対
策
強
化

の
た
め
名
塩
道
路
の
事
業
化
が
決

定
。
翌
年
着
工
し
、
橋
周
辺
の
拡

幅
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
平
成

13
年
に

新
生
瀬

大
橋
が

開
通し
、

生
瀬
橋

周
辺
の

交
通
事

情
を
劇

的
に
改

善
し
ま
し
た
。
現
在
の
生
瀬
橋
か

ら
は
、
穏
や
か
な
武
庫
川
の
流
れ

と
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
立
ち
並
ぶ

ま
ち
を
望
め
ま
す
。

【
参
考
文
献
】

に
し
の
み
や
山
口
風
土
記
・
山
口
村
誌

名
塩
雑
事
記
　
名
塩
探
史
会

生
瀬
現
代
史
1
　
樽
井
正
雄
著

挿
絵
　
西
宮
ふ
る
さ
と
民
話

　生瀬橋は武庫川に架かる最古の橋で、由緒
は鎌倉時代初めにまでさかのぼります。
　嘉禎 4（1238）年、善恵上人は有馬へ向
かう道中、この地を荒らす野武士たちに襲われ
ました。上人は、なぜそのような悪事を働くの
かとその訳を問いただしました。野武士たちは
平家の落ち武者で、住む家やその日を暮らす
糧もなく、やむなく旅人をおどして飢えをしのぐ
身となっていたのでした。上人は大いに同情し、
彼らに誠の道を諭しました。
　「武庫川は暴れ川で旅人も
みな困っている。ここに橋を架
け、人 を々助けてその志で世を
渡っていくのが良かろう」と勧
め、野武士たちは橋を造って
橋守となり、その橋を「極楽橋」
と名付けたそうです。

し
ん
こ
う
ば
し

あ
お
み
ね

青
峯
道
路
マ
ッ
プ

青
峯
道
路
マ
ッ
プ

生
活
を
支
え
る
生
瀬
の
橋武庫川の清流に泳ぐコイを見る

ことができるかもしれません

今日も青峯道路を笑顔で行き交う地域住民の姿があります

コンクリート橋になる前の生瀬橋は、長さ約
92m、幅約3.6mの県下有数の木橋でした

生瀬橋の起こり

12,650円 20,592円 37,400円 44,550円 56,650円

https://nishinomiya-med.or.jp/
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中国自動車道

花の峯青峯道路青葉台

西宝橋
国道176号

森興橋 武
庫
川

　⑥
生
瀬
水
道
橋

　
武
庫
川
に
架
け
ら
れ
た
幅
約
60

㎝
、
長
さ
約
1
0
0
m
の
細
長
い

生
瀬
水
道
橋
。
も
と
は
宝
塚
市
の

上
下
水
道
管
を
点
検
す
る
た
め
の

橋
で
し
た
が
、
地
元
住
民
の
要
望

で
開
放
さ
れ
ま
し
た
。

　
取
材
当
日
は
平
日
の
昼
時
で
し

た
が
、
15
分
ほ
ど
で
親
子
連
れ
な

ど
5
組
の
往
来
が
あ
り
、「
ほ
ぼ

毎
日
利
用
し
て
い
て
、
こ
の
橋
の

お
か
げ
で
宝
塚
ま
で
が
近
く
な

り
、
あ
り
が
た
い
で
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
渡
る
と
き
は
一
工
夫
が
必
要
で

す
。
橋
の
上
で
人
が
す
れ
違
う
に

は
、
荷
物
を
川
の
上
に
出
し
て
、

背
中
合
わ
せ
に
行
き
違
い
ま
す
。

「
す
み
ま
せ
ん
、
お
先
に
」
と
声

を
か
け
合
う
と
笑
み
が
こ
ぼ
れ
、

自
然
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

生
ま
れ
る
橋
で
す
。 

⑦
地
域
の
懸
け
橋
〜
青
峯
道
路

　
平
成
16
（
2
0
0
4
）
年
の
台

風
23
号
で
、
武
庫
川
を
渡
っ
て
花

の
峯
の
住
宅
地
に
通
じ
る
唯
一
の

森
興
橋
が
被
災
し
、
住
民
ら
は
一

時
孤
立
状
態
に
な
り
ま
し
た
。
隣

接
す
る
青
葉
台
の
西
宝
橋
に
も
同

様
の
こ
と
が
起
こ
る
恐
れ
が
あ

り
、
災
害
時
の
避
難
・
救
援
路
を

整
備
し
、
市
民
生
活
の
安
全
確
保

を
図
る
た
め
、
令
和
3
年
に
青
峯

道
路
が
開
通
し
ま
し
た
。

　
今
で
は
青
峯
道
路
を
通
じ
て
2

地
区
の
交
流
が
盛
ん
に
な
り
、
ペ

タ
ン
ク
大
会
、
ほ
っ
こ
り
カ
フ
ェ
や

手
芸
サ
ー
ク
ル
に
参
加
し
合
い
ま

す
。
ま
た
、
生
瀬
地
域
内
を
運
行

す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
ぐ
る
っ

と
生
瀬
」
が
走
る
な
ど
、
ま
さ
に

住
民
の
交
流
を
広
げ
た
懸
け
橋
と

も
い
え
る
道

路
で
す
。

⑧
生
瀬
橋

　
明
治
23
（
1
8
9
0
）
年
、
武
庫

川
に
架
か
る
生
瀬
橋
の
西
詰
に
、

清
涼
飲
料
水
を
製
造
す
る
ウ
ヰ
ル

キ
ン
ソ
ン
タ
ン
サ
ン
鉱
泉
宝
塚
工

場
が
で
き
ま
し
た
。
工
場
の
赤
と

白
の
モ
ダ
ン
な
洋
風
の
建
物
（
平

成
7
年
に
解
体
）
が
あ
る
風
景
は
、

長
ら
く
生
瀬
の
シ
ン
ボ
ル
で
し
た
。

　
ま
た
、国
道
1
7
6
号
の
生
瀬
橋

周
辺
は
慢
性
的
な
交
通
渋
滞
路
線

と
し
て
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
昭
和
60（
1
9
8
5
）年
、

渋
滞
緩
和
や
災
害
へ
の
対
策
強
化

の
た
め
名
塩
道
路
の
事
業
化
が
決

定
。
翌
年
着
工
し
、
橋
周
辺
の
拡

幅
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
平
成

13
年
に

新
生
瀬

大
橋
が

開
通し
、

生
瀬
橋

周
辺
の

交
通
事

情
を
劇

的
に
改

善
し
ま
し
た
。
現
在
の
生
瀬
橋
か

ら
は
、
穏
や
か
な
武
庫
川
の
流
れ

と
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
立
ち
並
ぶ

ま
ち
を
望
め
ま
す
。

【
参
考
文
献
】

に
し
の
み
や
山
口
風
土
記
・
山
口
村
誌

名
塩
雑
事
記
　
名
塩
探
史
会

生
瀬
現
代
史
1
　
樽
井
正
雄
著

挿
絵
　
西
宮
ふ
る
さ
と
民
話

　生瀬橋は武庫川に架かる最古の橋で、由緒
は鎌倉時代初めにまでさかのぼります。
　嘉禎 4（1238）年、善恵上人は有馬へ向
かう道中、この地を荒らす野武士たちに襲われ
ました。上人は、なぜそのような悪事を働くの
かとその訳を問いただしました。野武士たちは
平家の落ち武者で、住む家やその日を暮らす
糧もなく、やむなく旅人をおどして飢えをしのぐ
身となっていたのでした。上人は大いに同情し、
彼らに誠の道を諭しました。
　「武庫川は暴れ川で旅人も
みな困っている。ここに橋を架
け、人 を々助けてその志で世を
渡っていくのが良かろう」と勧
め、野武士たちは橋を造って
橋守となり、その橋を「極楽橋」
と名付けたそうです。

し
ん
こ
う
ば
し

あ
お
み
ね

青
峯
道
路
マ
ッ
プ

青
峯
道
路
マ
ッ
プ

生
活
を
支
え
る
生
瀬
の
橋武庫川の清流に泳ぐコイを見る

ことができるかもしれません

今日も青峯道路を笑顔で行き交う地域住民の姿があります

コンクリート橋になる前の生瀬橋は、長さ約
92m、幅約3.6mの県下有数の木橋でした

生瀬橋の起こり

広告
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※
地
図
上
の
数
字
は
P
10
〜
12
の
ス
ポ
ッ
ト
で
す

兵庫県立
甲山森林公園

越木岩神社

越木岩橋

夫婦岩

新夫婦橋

西宮協立リハビリ
テーション病院

夫婦池

甲山大師道

苦楽園
中学校

苦楽園
小学校

兵庫県立
西宮北高

苦
楽
園
口

阪
急甲陽
線

苦
楽
園
筋

県
道
82
号
大
沢
西
宮
線

甲陽園

香櫨園

西宮

打出

さくら夙川 JR神戸線
山手幹線

山陽新幹線

酒蔵通り

臨港線
浜夙川橋

国道2号

阪神高速3号神戸線

阪神本線

阪急神戸
線

●②

●⑥

●⑧

●⑨●⑦

●③

●④

●⑤

●①

夙
川

夙川

甲陽大池

ニテコ池

④
片
鉾
橋

　
立
派
な
ア
ー
チ
が
目
を
引
く
片

鉾
橋
は
別
名
「
虹
の
橋
」
と
い
わ

れ
、
昭
和
40
年
に
架
け
ら
れ
ま
し

た
。
橋
の
北
側
に
あ
る
2
本
の
太

い
管
は
昭
和
51
年
に
敷
設
さ
れ
た

水
管
橋
で
、
水
道
水
を
運
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
橋
か
ら
南
へ
少
し

下
っ
た
所
に
昭
和
27
年
に
架
設
さ

れ
た
も
う
一
つ
の
古
い「
片
鉾
橋
」

が
あ
り
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
阪

神・淡
路
大
震
災
で
崩
落
し
、現
在

⑤
葭
原
橋

　
葭
原
橋
は
夙
川
河
口
か
ら
２
本

目
に
架
か
る
趣
の
あ
る
古
い
石
の

橋
で
、
人
が
す
れ
違
う
の
も
難
し

い
ほ
ど
の
細
さ
で
す
。

　
昭
和
８
年
に
架
け
ら
れ
、
夙
川

河
川
敷
緑
地
整
備
工
事
の
一
環
と

し
て
、
昭
和
27
年
に
当
時
の
面
影

を
残
し
て
改
修
さ
れ
ま
し
た
。
少

年
期
を
西
宮
で
過
ご
し
た
作
家
・

村
上
春
樹
の
エ
ッ
セ
イ
『
ラ
ン
ゲ

ル
ハ
ン
ス
島
の
午
後
』
に
出
て
く

る
橋
と
し
て
有
名
に
な
り
ま
し

た
。
春
の
桜
や
秋
の
紅
葉
が
美
し

く
、
５
月
に
は
川
に
こ
い
の
ぼ
り

が
架
か
る
な
ど
、
四
季
を
通
し
て

絵
に
な
る
橋
で
す
。

⑥
雲
井
橋

　
大
正
10
年
、
阪
急
神
戸
線
以
北

を
開
発
す
る
た
め
に
、
線
路
上
に

か
け
ら
れ
た
跨
線
橋
で
す
。
天
女

の
羽
衣
に
由
来
す
る
「
雲
井
」
と

い
う
雅
な
名
前
の
橋
で
す
が
、
電

車
が
橋
の
下
を
通
過
す
る
と
き
に

は
、
ゴ
ー
と
い
う
ご
う
音
が
響
き

ま
す
。

①
北
夙
川
橋

　
北
夙
川
通
り
に
あ
る
「
北
夙
川

橋
」
は
昭
和
44
（
1
9
6
9
）
年

に
完
成
し
ま
し
た
。
長
さ
約
52

m
、
幅
約
9
・
8
m
で
、
市
独
自

で
建
設
し
た
も
の
と
し
て
は
最
大

の
橋
で
し
た
。
同
年
4
月
25
日
付

の
西
宮
市
政
ニ
ュ
ー
ス
に
は
「
い

ま
ま
で
北
名
次
町
や
石
刎
町
の
人

は
夙
川
を
渡
る
の
に
、
二
百
㍍
ほ

ど
北
の
松
風
橋
か
苦
楽
園
口
橋
を

渡
る
し
か
な
く
、
近
道
を

し
よ
う
と
阪
急
甲
陽
線
の

夙
川
鉄
橋
を
渡
る
と
い
う

危
険
を
お
か
す
人
も
あ

り
、
非
常
に
不
便
を
か
け

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
橋

の
完
成
で
ぐ
ん
と
便
利
に

な
り
ま
す
」
と
の
記
事
が

あ
り
ま
す
。

　
完
成
当
時
は
歩
道
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昭

和
51
年
に
北
側
、
平
成
5

（
1
9
9
3
）
年
に
南
側
に
歩
道

が
で
き
、
欄
干
に
は
レ
ト
ロ
調
の

橋
上
灯
が
付
き
ま
し
た
。

橋の下の河川敷は自然の宝庫です

橋の下を阪急電車が通過中！

車は通れません

細い橋です。渡るときはご注意を！

夕暮れになるとオレンジ色の明かりがともります大人が数人しか通れない細いこほろぎ橋

電車が通ると大迫力！

②
上
夙
川
橋
梁

　
阪
急
甲
陽
線
の
苦
楽
園
口
駅
と

甲
陽
園
駅
の
中
間
に
位
置
す
る
鉄

道
橋
。
電
車
を
間
近
に

感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
甲
陽
線
は
遊
園
地
や

温
泉
、
劇
場
、
映
画
撮

影
所
な
ど
行
楽
地
と
し

て
栄
え
た
甲
陽
園
や
苦

楽
園
と
神
戸
本
線
を
結

ぶ
路
線
と
し
て
、
大
正

13
（
1
9
2
4
）
年
に

開
通
し
、
多
く
の
観
光

客
が
利
用
し
ま
し
た
。

昭
和
期
に
入
り
、
甲
陽

園
・
苦
楽
園
が
行
楽
地

と
し
て
の
役
割
を
終
え

る
と
、
住
宅
地
や
文
教

※
今
の
越
木
岩
橋

地
区
と
し
て
発
展
し
、
現
在
に
至

り
ま
す
。

③
こ
ほ
ろ
ぎ
橋

　
昭
和
7
年
か
ら
12
年
に
か
け
て

夙
川
河
川
敷
緑
地
（
夙
川
公
園
）

が
整
備
さ
れ
た
時
に
架
設
さ
れ
た

橋
の
一
つ
で
す
。
建
設
当
時
の
風

情
が
今
も
残
っ
て
お
り
、
優
雅
な

曲
線
を
描
く
橋
は
四
季
折
々
の
周

辺
の
景
色
と
調
和
し
て
い
ま
す
。

　
橋
の
名
前
は
、
こ
の
付
近
に
御

神
木
「
神
の
木
」
が
あ
っ
た
こ
と

に
由
来
し
、昭
和
12
年
発
行
の『
夙

川
公
園
概
要
』
に
は
「
蟋
蟀
橋
」

と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
昭

和
34
年
公
開
の
映
画
『
細
雪
』
に

は
こ
の
橋
が
出
て
き
ま
す
。

　
春
に
は
橋
の
東
端
に
夙
川
地
域

で
確
認
さ
れ
た
西
宮
市
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
「
夙
川
舞
桜
」
が
咲
き
ま
す
。

こ
う

こ
ほ
ろ
ぎ
ば
し

ぎ

か
た

あ
し
は
ら
ば
し

こ
　
せ
ん

は
川
の
東
側
に
、
ひ
っ
そ
り
と
当

時
の
親
柱
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
橋
の
周
辺
一
帯
は
、明
治
40（
１

９
０
７
）
年
ご
ろ
、香
野
蔵
治
氏
、

櫨
山
喜
一
氏
（
文
献
に
よ
っ
て
は

櫨
山
慶
次
郎
と
記
さ
れ
て
い
る
も

の
も
あ
る
）
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ

ま
し
た
。
両
氏
の
姓
の
一
字
を
取

り
合
わ
せ
て
「
香
櫨
園
」
と
称
し
、

当
時
は
ウ
オ
ー
タ
ー
シ
ュ
ー
ト
の

あ
る
遊
園
地
や
ホ
テ
ル
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
。
現
在
は
、
松
下
幸
之

助
氏
（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
創
業
者
）

が
寄
贈
し
た
夙
川
公
民
館
が
あ
り

ま
す
。
片
鉾
池
周
辺
の
公
園
は
遊

具
や
あ
ず
ま
や
も
あ
り
、
子
ど
も

た
ち
や
市
民
の
憩
い
の
場
所
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ほ
こ
ば
し

川のほとりにひっ
そりと残っている
親柱

平成7年に完成した雲井橋横に架けられた
歩道橋

い
し
ば
ね

※

夙
川
の
四
季
を
楽
し
め
る
橋

夙
川
の
四
季
を
楽
し
め
る
橋

阪
急
神
戸
線
に
架
か
る
橋

阪
急
神
戸
線
に
架
か
る
橋

町
の
中
で
も
自
然
に
出
合
え
る

西
部
エ
リ
ア
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※
地
図
上
の
数
字
は
P
10
〜
12
の
ス
ポ
ッ
ト
で
す

兵庫県立
甲山森林公園

越木岩神社

越木岩橋

夫婦岩

新夫婦橋

西宮協立リハビリ
テーション病院

夫婦池

甲山大師道

苦楽園
中学校

苦楽園
小学校

兵庫県立
西宮北高

苦
楽
園
口

阪
急甲陽
線

苦
楽
園
筋

県
道
82
号
大
沢
西
宮
線

甲陽園

香櫨園

西宮

打出

さくら夙川 JR神戸線
山手幹線

山陽新幹線

酒蔵通り

臨港線
浜夙川橋

国道2号

阪神高速3号神戸線

阪神本線

阪急神戸
線

●②

●⑥

●⑧

●⑨●⑦

●③

●④

●⑤

●①

夙
川

夙川

甲陽大池

ニテコ池

④
片
鉾
橋

　
立
派
な
ア
ー
チ
が
目
を
引
く
片

鉾
橋
は
別
名
「
虹
の
橋
」
と
い
わ

れ
、
昭
和
40
年
に
架
け
ら
れ
ま
し

た
。
橋
の
北
側
に
あ
る
2
本
の
太

い
管
は
昭
和
51
年
に
敷
設
さ
れ
た

水
管
橋
で
、
水
道
水
を
運
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
橋
か
ら
南
へ
少
し

下
っ
た
所
に
昭
和
27
年
に
架
設
さ

れ
た
も
う
一
つ
の
古
い「
片
鉾
橋
」

が
あ
り
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
阪

神・淡
路
大
震
災
で
崩
落
し
、現
在

⑤
葭
原
橋

　
葭
原
橋
は
夙
川
河
口
か
ら
２
本

目
に
架
か
る
趣
の
あ
る
古
い
石
の

橋
で
、
人
が
す
れ
違
う
の
も
難
し

い
ほ
ど
の
細
さ
で
す
。

　
昭
和
８
年
に
架
け
ら
れ
、
夙
川

河
川
敷
緑
地
整
備
工
事
の
一
環
と

し
て
、
昭
和
27
年
に
当
時
の
面
影

を
残
し
て
改
修
さ
れ
ま
し
た
。
少

年
期
を
西
宮
で
過
ご
し
た
作
家
・

村
上
春
樹
の
エ
ッ
セ
イ
『
ラ
ン
ゲ

ル
ハ
ン
ス
島
の
午
後
』
に
出
て
く

る
橋
と
し
て
有
名
に
な
り
ま
し

た
。
春
の
桜
や
秋
の
紅
葉
が
美
し

く
、
５
月
に
は
川
に
こ
い
の
ぼ
り

が
架
か
る
な
ど
、
四
季
を
通
し
て

絵
に
な
る
橋
で
す
。

⑥
雲
井
橋

　
大
正
10
年
、
阪
急
神
戸
線
以
北

を
開
発
す
る
た
め
に
、
線
路
上
に

か
け
ら
れ
た
跨
線
橋
で
す
。
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の
羽
衣
に
由
来
す
る
「
雲
井
」
と

い
う
雅
な
名
前
の
橋
で
す
が
、
電

車
が
橋
の
下
を
通
過
す
る
と
き
に

は
、
ゴ
ー
と
い
う
ご
う
音
が
響
き

ま
す
。

①
北
夙
川
橋

　
北
夙
川
通
り
に
あ
る
「
北
夙
川

橋
」
は
昭
和
44
（
1
9
6
9
）
年

に
完
成
し
ま
し
た
。
長
さ
約
52

m
、
幅
約
9
・
8
m
で
、
市
独
自

で
建
設
し
た
も
の
と
し
て
は
最
大

の
橋
で
し
た
。
同
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4
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付

の
西
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市
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ニ
ュ
ー
ス
に
は
「
い

ま
ま
で
北
名
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町
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刎
町
の
人
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渡
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、
二
百
㍍
ほ
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渡
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近
道
を
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甲
陽
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夙
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渡
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い
う

危
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お
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あ

り
、
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し
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が
、
こ
の
橋
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ぐ
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便
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に

な
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ま
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記
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が

あ
り
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す
。
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成
当
時
は
歩
道
が
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ん
で
し
た
が
、
昭

和
51
年
に
北
側
、
平
成
5

（
1
9
9
3
）
年
に
南
側
に
歩
道

が
で
き
、
欄
干
に
は
レ
ト
ロ
調
の

橋
上
灯
が
付
き
ま
し
た
。

橋の下の河川敷は自然の宝庫です

橋の下を阪急電車が通過中！

車は通れません

細い橋です。渡るときはご注意を！

夕暮れになるとオレンジ色の明かりがともります大人が数人しか通れない細いこほろぎ橋

電車が通ると大迫力！

②
上
夙
川
橋
梁
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。
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０
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と
記
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も
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も
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に
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両
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の
姓
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と
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し
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当
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ウ
オ
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タ
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や
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が
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氏
（
パ
ナ
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業
者
）

が
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た
夙
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が
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り

ま
す
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片
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公
園
は
遊
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も
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、
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部
エ
リ
ア

広告
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⑦
夫
婦
橋

　
昔
の
人
は
、
縁
結
び
や
夫
婦
円

満
な
ど
を
祈
願
し
な
が
ら
「
三
つ

の
夫
婦
」
を
巡
っ
て
鷲
林
寺
に
参

詣
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
つ
目
は
「
夫
婦
池
」。
西
宮

協
立
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

の
南
側
に
あ
り
、
大
小
二
つ
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。
水
面
に
は
池
の

周
り
の
木
々
が
映
り
、
昔
の
ま
ま

の
面
影
を
残
し
て
い
ま
す
。

　
二
つ
目
は
県
道
82
号
大
沢
西
宮

線
を
分
断
す
る
よ
う
に
鎮
座
し
て

い
る
「
夫
婦
岩
」、三
つ
目
が
「
夫

婦
橋
」
で
す
。
新
旧
2
本
の
橋
が

あ
り
ま
す
が
、
旧
夫
婦
橋
は
県
道

「夫婦橋」の親柱が県道の片隅に…

昔のたんぴょう橋

森の中のようになった現在の観月橋 西宮から大阪湾が一望できた当時の観月橋

現在のたんぴょう橋

昔の駅前にあった橋

の
拡
張
工
事
に
伴
い
、
今
は
4
本

の
親
柱
だ
け
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
新
夫
婦
橋
は
剣
谷
町
と
鷲
林

寺
南
町
を
結
ぶ
よ
う
に
架
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

⑧
た
ん
ぴ
ょ
う
橋

　
第
1
次
世
界
大
戦
後
に
、
景
観

に
引
か
れ
て
敷
地
約
1
万
坪
を
取

得
し
た
と
い
う
「
は
り
半
」
は
、

政
財
界
の
人
や
文
化
人
ら
が
集
う

料
理
旅
館
で
、
昭
和
天
皇
も
宿
泊

さ
れ
ま
し
た
。

　
旅
館
の
前
に
は
東
川
（
御
手
洗

川
）に
通
じ
る
川
が
あ
り
、そ
ば
に

あ
っ
た
橋
は
昭
和
63
（
1
9
8
8
）

年
、自
動
車
が
通
れ
る
よ
う
に
と
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
広
い
橋
に
架

け
替
え
ら
れ
ま
し
た
。
両
側
の
欄

干
に
は
は
り
半
の
商
標
で
あ
る

「
た
ん
ぴ
ょ
う
」
が
あ
し
ら
わ
れ
、

橋
の
名
も
「
た
ん
ぴ
ょ
う
橋
」
と

名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

⑨
観
月
橋

　
目
神
山
の
中
腹
に
あ
る
こ
の
橋

は
、
以
前
は
大
阪
湾
を
一
望
で
き

る
見
晴
ら
し
の
良
い
所
で
し
た
が
、

今
は
周
り
の
木
々
が
大
き
く
茂
り
、

森
の
中
で
目
立
た
な
く
な
り
ま
し

た
。
橋
の
両
方
の
親
柱
に
は
観
月

橋
と
記
さ
れ
、
か
つ
て
は
美
し
い

月
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を

連
想
さ
せ
ま
す
。

⑩甲陽園の駅前に橋があった？

　大正 13（1924）年に開業した
甲陽園駅前には、かつて西山川
が流れ、橋が架かっていたそう
です。当時はカルバス温泉や旅
館がある行楽地でした。その後
住宅地となり、人や車も増え、
駅前の川は暗渠になりました。
橋があったことを記す資料も今
は残っていないようです。

あんきょ

か
ん
げ
つ

歴
史
を
語
る
橋

歴
史
を
語
る
橋

【
参
考
文
献
】

『
西
宮
の
橋
梁
』
西
宮
市
教
育
委
員
会

広告

～
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⑦
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縁
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森の中のようになった現在の観月橋 西宮から大阪湾が一望できた当時の観月橋

現在のたんぴょう橋

昔の駅前にあった橋

の
拡
張
工
事
に
伴
い
、
今
は
4
本

の
親
柱
だ
け
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
新
夫
婦
橋
は
剣
谷
町
と
鷲
林

寺
南
町
を
結
ぶ
よ
う
に
架
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

⑧
た
ん
ぴ
ょ
う
橋

　
第
1
次
世
界
大
戦
後
に
、
景
観

に
引
か
れ
て
敷
地
約
1
万
坪
を
取

得
し
た
と
い
う
「
は
り
半
」
は
、

政
財
界
の
人
や
文
化
人
ら
が
集
う

料
理
旅
館
で
、
昭
和
天
皇
も
宿
泊

さ
れ
ま
し
た
。

　
旅
館
の
前
に
は
東
川
（
御
手
洗

川
）に
通
じ
る
川
が
あ
り
、そ
ば
に

あ
っ
た
橋
は
昭
和
63
（
1
9
8
8
）

年
、自
動
車
が
通
れ
る
よ
う
に
と
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
広
い
橋
に
架

け
替
え
ら
れ
ま
し
た
。
両
側
の
欄

干
に
は
は
り
半
の
商
標
で
あ
る

「
た
ん
ぴ
ょ
う
」
が
あ
し
ら
わ
れ
、

橋
の
名
も
「
た
ん
ぴ
ょ
う
橋
」
と

名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

⑨
観
月
橋

　
目
神
山
の
中
腹
に
あ
る
こ
の
橋

は
、
以
前
は
大
阪
湾
を
一
望
で
き

る
見
晴
ら
し
の
良
い
所
で
し
た
が
、

今
は
周
り
の
木
々
が
大
き
く
茂
り
、

森
の
中
で
目
立
た
な
く
な
り
ま
し

た
。
橋
の
両
方
の
親
柱
に
は
観
月

橋
と
記
さ
れ
、
か
つ
て
は
美
し
い

月
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を

連
想
さ
せ
ま
す
。

⑩甲陽園の駅前に橋があった？

　大正 13（1924）年に開業した
甲陽園駅前には、かつて西山川
が流れ、橋が架かっていたそう
です。当時はカルバス温泉や旅
館がある行楽地でした。その後
住宅地となり、人や車も増え、
駅前の川は暗渠になりました。
橋があったことを記す資料も今
は残っていないようです。

あんきょ

か
ん
げ
つ

歴
史
を
語
る
橋

歴
史
を
語
る
橋

【
参
考
文
献
】

『
西
宮
の
橋
梁
』
西
宮
市
教
育
委
員
会

～
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①

②
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④

⑤
⑥

⑦

⑨

⑩

⑪

⑫

⑧

※
地
図
上
の
数
字
は
P
14
・
15
の
ス
ポ
ッ
ト
で
す

武
庫
川

①
武
庫
大
橋

　
国
道
2
号
の
武
庫
川
に
か
か
る

橋
で
、
昭
和
2
（
1
9
2
7
）
年
に

建
設
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
、
最
大

級
の
開
腹
ア
ー
チ
橋
だ
っ
た
そ
う

で
、
日
本
百
名
橋
に
も
選
ば
れ
て

い
ま
す
。
欄
干
の
街
灯
は
阪
神
間

モ
ダ
ニ
ズ
ム
を
感
じ
さ
せ
る
風
情

が
あ
り
、
傍
ら
に
茂
る
樹
木
の
濃

い
緑
と
よ
く
調
和
し
て
い
ま
す
。

②
阪
神
武
庫
川
駅

　
阪
神
武
庫
川
駅
は
明
治
38

（
1
9
0
5
）
年
の
開
通
当
時
は

尼
崎
市
側
に
あ
り
ま
し
た
が
、
大

正
9（
1
9
2
0
）年
か
ら
始
ま
っ

た
武
庫
川
の
改
修
工
事
に
よ
り
、

昭
和
10
年
に
橋
上
へ
と
移
転
し
ま

し
た
。
全
国
で
も
珍
し
い
橋
の
上

に
あ
る
駅
で
す
。
下
り
線
ホ
ー
ム

と
並
行
し
て
歩
行
者
や
自
転
車
が

通
行
で
き
る
通
路
が
設
け
ら
れ
て

お
り
、
生
活
に
欠
か
せ
な
い
橋
と

な
っ
て
い
ま
す
。

③
鳴
尾
新
川
の
小
橋
群

　
鳴
尾
新
川
に
は
、
阪
神
高
速
3

号
神
戸
線
・
武
庫
川
出
口
か
ら
南

方
向
約
5
0
0
m
の
間
に
、
同
じ

デ
ザ
イ
ン
の
小
さ
な
11
本
の
橋
が

架
か
っ
て
い
ま
す
。
全
て
の
橋
が

昭
和
8
年
に
架
け
ら
れ
た
も
の
で
、

「
遊
覧
橋
」
や
「
月
見
橋
」
な
ど

の
橋
の
名
前
は
、
明
治
38
年
に
辰

馬
家
15
代
当
主
・
辰
馬
半
右
衛
門

が
こ
の
地
に
造
っ
た
「
鳴
尾
百
花

園
」
に
由
来
す
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
橋
の
名
前
に

旧
地
名
や
旧
名
勝
な
ど
、
由
緒
あ

る
名
前
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

④
都
橋

　
新
川
に
架
か
る
橋
で
、
鳴
尾
御

影
線
と
中
津
浜
線
の
交
差
点
に
あ

り
ま
す
。
朝
夕
に
は「
お
は
よ
う
」

「
お
か
え
り
」
と
先
生
や
保
護
者
、

地
域
の
人
た
ち
に
見
守
ら
れ
て
登

下
校
す
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
見

ら
れ
ま
す
。

⑤
浦
風
橋　

新
川
に
架
か
る
橋
で

す
。
春
に
な
る
と
桜
が

咲
き
、
川
沿
い
に
植
え

ら
れ
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

と
と
も
に
人
々
の
目
を

楽
し
ま
せ
ま
す
。

⑥
錦
橋

　
阪
神
久
寿
川
駅
の
東
側
に
あ
る

久
寿
川
に
架
か
る
橋
で
す
。
小
学

校
か
ら
高
校
の
半
ば
ま
で
今
津
地

域
に
居
住
し
て
い
た
作
家
・
野
間

宏
の
著
書
『
青
年
の
環
』
に
出
て

く
る
橋
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

⑦
線
路
に
架
か
る
鉄
橋

　
J
R
神
戸
線
の
上
に
架
か
る
阪

急
今
津
線
の
鉄
橋
で
す
。
今
津
線

の
開
通
以
来

約
1
0
0

年
、
こ
の
鉄

橋
を
マ
ル
ー

ン
カ
ラ
ー
の

電
車
が
走
っ

て
い
ま
す
。

⑧
今
津
曙
町
横
断
陸
橋

　
市
内
で
唯
一
、
阪
急
電
車
と
阪

神
電
車
の
乗
り
換
え
が
で
き
る
今

津
駅
。
以
前
、
駅
は
地
上
に
あ
り

ま
し
た
が
、
高
架
化
に
伴
っ
て
連

絡
通
路
が
で
き
ま
し
た
。
周
辺
に

は
商
業
施
設
や
病
院
が
そ
ろ
い
、

便
利
な
エ
リ
ア
に
な
り
ま
し
た
。

市内を代表する歴史的建造物。欄干にバルコニーがあるのが特長です

川の上にある武庫川駅（写真上）とホームのベンチ。
足元にはゆったりと川が流れています

川沿いには、散歩に適した遊歩道があります

すぐ横を阪神電車が走ります。
橋の近くには道標（写真左）が
あります

レトロな形の鉄橋です

毎日多くの人が利用しています

近
く
に
は
、バ
ラ
公
園
と
し
て
知
ら
れ
る
瓦
林
公
園
が
あ
り
ま
す

小橋群（写真上）とその中の一つ、笠屋橋

歴
史
を
感
じ
ま
す

南
東
部
エ
リ
ア
の
橋

⑨旧津門川の親柱
　今は暗渠となっている旧津門川に
架かっていた橋の親柱が数カ所残っ
ています。「寶津橋」は旧津門川水路
が一部現れたところに現存していま
す。また、津門川改修の後に集めら
れた親柱は津門集会所（津門綾羽町）
の前に8基あります。

海
あ
り
、
川
あ
り
、
鉄
橋
あ
り
！

町
な
か
に
架
か
る
橋
を
巡
る南

部
エ
リ
ア

ほう づ

● 平成29年西宮市に曹洞宗寺院を開創いたしました。仏事等のご相談などお気軽にご連絡ください。
● 菩提寺がご遠方で供養されるのが難しい方、ご実家のお寺との繋がりを大事にしながら、
  こちらでご供養の対応をさせて頂きます。

坐 禅 会

0798-71-7787 兵庫県西宮市剣谷町１－５０ 「柏堂町」バス停　下車5分
北山植物園向かい

第2・第4土曜日 17時～
参加無料　どなた様も参加可能です。

福井　大本山永平寺御開山　御直末

観霊山　西明寺
禅　曹洞宗
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2024年（令和6年度） 1月18日（木）19日（金）●特別祈祷（おはらい）は1月1日
　より行われています。

令和6年の厄年（数え年）
25歳（平成12年） 41歳（昭和59年）
42歳（昭和58年） 43歳（昭和57年）
61歳（昭和39年）

19歳（平成18年） 32歳（平成5年）
33歳（平成4年） 34歳（平成3年）
37歳（昭和63年） 61歳（昭和39年）

男
性

女
性

おねがい
●付近は全面駐車禁止場所です。
●駐車場はありませんので、当日は車のご利用は避け、電車（阪急今津線門戸厄神駅下車）を御利用下さい。
●一月中車での御参詣は付近住民の方の御迷惑になりますので御遠慮下さい。

丸橋郵便局

近隣住民及び
関係車輌除く

至神戸三宮
至大阪梅田

17日（水）

18日（木）
朝9：00

昼1：00

～

（木）

19日

18日

（金）
朝9：00

夜10：30

～

関西学院大学
聖和キャンパス

工事中

西宮警察署

交通規制図交通規制図
午前9：00～午後10：30

※規制時間は混雑の状況により短縮することがあります



利用者
募集
利用者
募集

社会福祉法人

神港園レインボー西宮神港園レインボー西宮 家庭的で、尊厳があり、安心な暮らしをご提供いたします。
健康はもちろん、認知症の進行予防などを考えた各種療法に取組んでいます。
地域と密着したイベントの開催など、皆様と交流を深めています。

見学・体験受付中デイサービスセンター 認知症対応型デイサービスセンター

神港園レインボー酒蔵通

●資料のご請求・お問い合せ先

Email : rainbow-sakagura@shinkouen.or.jp

本館・西館

他にも、グループホーム・居宅介護支援事業所・放課後等デイサービスを併設。

神港園レインボー西宮 TEL:0798-43-5450
FAX:0798-43-5452

●資料のご請求・お問い合わせ先

■本館　全 32戸
シングルタイプ約 30ｍ2/27 戸…月 12万～13万
ファミリータイプ約 45ｍ2/5 戸…月 19万
■西館　全 18戸　全室 18.53ｍ2…月 11万
〈敷金〉原則退去時に返金いたします。
〈その他費用〉別途ご確認ください。
本館条件：60歳以上、共同生活に支障のない方、運
営、管理規定を順守いただける方。西館条件：60歳
以上、要介護 1～5の方、共同生活に支障のない方、
運営、管理規定を順守いただける方。

〒663-8135 西宮市上田西町3-28
Email : info-rainbow@shinkouen.or.jp

詳しくはこちら

元気な方も、介護が必要な方も、
酒蔵通の暮らしを

本　館
みまわりサポート

西　館
24時間サポート

営繕
募集

職
員

清掃、送迎のスタッフ
を募集しています。
□ 勤務日数 週３-５日
□ 勤務時間 8:30-18:30（要相談）
1日7.5時間勤務（シフト制・短縮可）

●詳しくはお問い合わせください

神港園レインボー西宮
〒663-8135 西宮市上田西町3-28



19 18

西宮浜中学校前

新西宮ヨットハーバー

阪神国道

国道171号

夙川

西宮

←至芦屋川

←至打出

←至芦屋

国道2号

国道43号

香櫨園香櫨園

西宮 西宮市役所

西宮神社
札
場
筋

東
川

六
湛
寺
川

津
門
川

阪
急
今
津
線

マリナパーク西

マリナ
パーク南

マリナパーク西

酒蔵通り

マリナ
パーク南

用海町

交通公園前
今津

さくら夙川

⑧

⑩

⑪

⑯

⑮

⑰

⑭⑬
⑫

⑨

阪急神戸線

JR神戸線

阪神本線

※
地
図
上
の
数
字
は
P
18
・
19
の
ス
ポ
ッ
ト
で
す

　
南
西
部
に
は
東
川
と
六
湛
寺
川

が
並
行
し
て
流
れ
て
い
ま
す
。
2

本
の
川
は
川
底
の
高
さ
が
違
う
た

め
、
1
本
に
は
で
き
な
い
そ
う
で

す
。
橋
も
た
く
さ
ん
架
か
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
中
か
ら
酒
蔵
通
り

と
臨
港
線
に
架
か
る
橋（
⑩
と
⑪
）

を
紹
介
し
ま
す
。

⑩
二
ツ
橋
と
浜
松
原
橋

　
酒
蔵
通
り
の
東
川
に
架
か
る
の

が
二
ツ
橋
で
、
す
ぐ
横
の
六
湛
寺

川
に
架
か
る
の
が
浜
松
原
橋
で
す
。

⑪
東
長
五
郎
橋
と
西
長
五
郎
橋

　
東
長
五
郎
橋
は
、
臨
港
線
の
津

門
川
と
東
川
が
合
流
す
る
地
点
に

架
か
り
、
西
長
五
郎
橋
は
、
そ
の

隣
を
流
れ
る
六
湛
寺
川
に
架
か
っ

て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
名
前
の
由

来
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　『
今
津
物
語
』
に
は
、
こ
の
2

本
の
橋
に
関
し
て
、
明
治
30

（
1
8
9
7
）
年
の
洪
水
の
後
に

大
修
理
が
行
わ
れ
た
こ
と
や
、
車

の
わ
だ
ち
に
板
石
を
敷
き
詰
め
て

あ
っ
た
こ
と
か
ら
「
板
石
橋
」
と

も
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
記
述
が

あ
り
ま
す
。

⑫
西
宮
橋

　
国
道
2
号
の
東
川
に
架
か
る
西

宮
橋
は
、
大
正
15
（
1
9
2
6
）

年
に
国
道
の
開
通
と
同
時
に
架
け

ら
れ
ま
し
た
。
当
時
、
四
隅
に
ガ

ス
灯
が
つ
い
て
い
ま
し
た
が
、
昭

和
60
（
1
9
8
5
）
年
、
東
川
の

川
床
を
下
げ
る
橋
脚
工
事
で
撤
去

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
親
柱
の
上

に
モ
ダ
ン
な
橋
上
灯
が
付
い
て
い

ま
す
。

⑬
安
井
小
学
校
の
空
中
通
路

　
安
井
小
学
校
で
は
校
舎
改
築
に

伴
い
、
西
校
舎
と
道
路
を
挟
ん
だ

場
所
に
あ
る
体
育
館
を
結
ぶ
空
中

通
路
が
新
し
く
造
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
空
中
通
路
は
昨
年
完
成
し
、

子
ど
も
た
ち
は
安
全
に
体
育
館
へ

移
動
し
て
い
ま
す
。

⑮
瑞
寶
橋

　
西
宮
神

社
境
内
に

あ
る
神
池

に
架
か
る

橋
で
す
。

明
治
40
年

に
奉
納
さ

れ
た
石
造

り
の
太
鼓

橋
で
、
橋

の
幅
は
約

2
・
5
ｍ
、

長
さ
は
約
5
・
5
ｍ
あ
り
ま
す
。

円
弧
状
の
桁
石
の
上
を
17
等
分
し

て
敷
石
を
割
り
付
け
、
欄
干
に
は

青
銅
を
備
え
た
造
り
に
な
っ
て
い

ま
す
。
平
成
25
（
２
０
１
３
）
年

に
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録

さ
れ
ま
し
た
。

⑯
西
宮
港
大
橋

　
西
宮
浜
と
甲
子
園
浜
を
つ
な
ぐ

全
長
約
２
５
２
ｍ
の
橋
で
、
平
成

６
年
に
開
通
し
ま
し
た
。
阪
神
高

速
５
号
湾
岸
線
と
県
道
5
7
3
号

芦
屋
鳴
尾
浜
線
が
並
行
し
て
走
り

ま
す
。

⑰
西
宮
大
橋

　
市
内
南
部
と
西
宮
浜
を
結
ぶ
橋

で
す
。
昭
和
51
年
に
着
工
し
、
59

年
に
完
成
し
ま
し
た
。
長
さ
は
約

５
９
０
ｍ
で
、
市
内
で
最
も
長
い

橋
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
車
道
と

歩
道
が
あ
り
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や

ラ
ン
ニ
ン
グ
を
す
る
人
も
見
か
け

ま
す
。

　
ア
ー
チ
の
頂
点
と
な
る
位
置
か

ら
は
、
西
は
御
前
浜
・
香
櫨
園
浜

や
芦
屋
浜
、
東
は
甲
子
園
浜
な
ど

を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
、
景
色
は

抜
群
で
す
。

並んで架かる二ツ橋（右）と浜松原橋。川沿いには桜が植えられており、春になると
見事に花を咲かせます

東長五郎橋（左）と西長五郎橋

西宮橋とモダンな橋上灯（右）。昭和41～48年ごろは「東口橋」と呼ばれていたそうです

市内の小学校でも数少ない空中通路

歩いて渡ることもできます 六甲山の花崗岩（御影石）が用いられています

元旦には橋の上から初日の出を見ることができます

谷崎潤一郎著の『細雪』にもマンボウトンネルと
して登場します

　明治7年、大阪－神戸間の官営鉄
道（現 JR グループ）開通時、南北
に流れる用水路を確保するために
市内７カ所にれんがアーチ橋とい
う橋が架けられ、その上に線路が
敷かれました。現在は甲子園口の
新堀川橋梁、二見町の庄川橋梁、
大谷町の東皿池橋梁（大谷隧道）と、
この平松橋梁が残っています。マ
ンボウトンネルと呼ばれるこの通
路は、地域住民にとって欠かせな
い通路です。

南
西
部
エ
リ
ア
の
橋

⑭これも橋？ マンボウトンネル

【
参
考
文
献
】

『
西
宮
の
橋
梁
』
西
宮
市
教
育
委
員
会

『
今
津
物
語
』
今
津
小
学
校

ず
い
ほ
う
ば
し

きょうりょう

ずいどう

広告
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西宮市消費生活センター
〒663－8035  西宮市北口町1-1  アクタ西宮西館3階

相談専用　TEL0798－64－0999
本欄についてのお問い合わせ、ご意見は
TEL0798－69－3156　FAX0798－69－3162

　
世
間
を
に
ぎ
わ
す
特
殊
詐
欺
。

西
宮
市
で
も
被
害
は
増
加
中
で
す
。

い
く
つ
か
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
事
例
①
「
還
付
金
詐
欺
」

　
西
宮
市
役
所
の
年
金
課
の
Ａ
と

名
乗
る
職
員
か
ら
電
話
が
あ
っ
た
。

「
以
前
に
通
知
を
送
付
し
た
。
３

万
円
の
医
療
費
の
還
付
が
あ
る
と

い
う
内
容
だ
」。
届
い
て
い
な
い

と
言
う
と
「
還
付
の
期
限
が
迫
っ

て
い
る
。
携
帯
電
話
を
持
っ
た
ま

ま
、
急
い
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
向
か
っ
て

ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
た
。
コ
ン
ビ

ニ
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
指
示
に
従
い
、
画

面
の
操
作
と
数
字
の
入
力
を
行
っ

た
が
、
後
か
ら
自
分
の
口
座
か
ら

知
ら
な
い
口
座
に
入
金
さ
せ
ら
れ

て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

◇
対
策

　
医
療
費
な
ど
の
還
付
手
続
き
を

装
い
、
被
害
者
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作

さ
せ
、
不
法
の
利
益
を
得
る
詐
欺

で
す
。

　
市
役
所
や
公
的
機
関
の
職
員
か

ら
還
付
金
に
関
す
る
電
話
が
あ
っ

た
場
合
は
よ
く
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
真
偽
を
確
か
め
た
い
場
合
は
、

い
っ
た
ん
受
話
器
を
置
い
て
、
市

役
所
な
ど
の
代
表
番
号
に
電
話
し
、

担
当
課
に
つ
な
い
で
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
職
員
が
Ａ
Ｔ
Ｍ

の
操
作
法
を
指
南
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

◆
事
例
②
「�

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

手
交
型
詐
欺
」

　
銀
行
員
を
名
乗
る
人
物
か
ら
電

話
が
あ
り
、「
あ
な
た
の
口
座
が

悪
用
さ
れ
て
い
る
。
被
害
が
出
な

い
よ
う
に
職
員
を
向
か
わ
せ
た
い
。

事
前
に
暗
証
番
号
の
確
認
も
必
要

だ
」
と
言
わ
れ
、
暗
証
番
号
を
伝

え
た
上
、
来
訪
を
承
諾
し
た
。
自

宅
に
来
た
行
員
か
ら
新
し
い

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
渡
さ
れ
、

「
こ
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
は
処

分
し
て
お
く
」
と
言
わ
れ
、
古
い

カ
ー
ド
を
渡
し
た
が
、
後
日
、
そ

の
カ
ー
ド
で
多
額
の
現
金
を
引
き

出
さ
れ
て
い
た
。

◇
対
策

　
銀
行
員
や
警
察
官
な
ど
が
電
話

で
個
人
情
報
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
の
情
報
を
要
求
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
疑
わ
し
い
場
合
は
、

直
接
関
係
機
関
に
問
い
合
わ
せ
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

◆
そ
の
他
の
手
口

　
そ
の
他
、
有
利
な
条
件
で
の
融

資
を
持
ち
掛
け
、
融
資
の
た
め
の

保
証
金
を
要
求
し
、
振
り
込
み
後

に
音
信
不
通
に
な
る
「
融
資
保
証

金
詐
欺
」、
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
な

ど
の
利
用
料
を
請
求
す
る
メ
ー
ル

な
ど
を
送
り
付
け
て
架
空
の
利
用

料
を
請
求
す
る「
架
空
請
求
詐
欺
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
口
が
あ
り

ま
す
。

◇
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

　
情
報
を
正
し
く
確
認
し
、
冷
静

な
判
断
を
心
が
け
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
急
な
申
し
出
や
高
い
利
益

を
約
束
す
る
話
に
は
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
不
審
に
思
っ
た
ら
身
近

な
人
や
信
頼
で
き
る
第
三
者
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
詐
欺
に
巻

き
込
ま
れ
た
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ

に
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
詐

欺
か
ど
う
か
判
断
が
つ
か
な
い
場

合
な
ど
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
事
前
に
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
、

通
話
を
自
動
で
録
音
す
る
機
能
が

あ
る
電
話
機
の
設
置
や
、
同
様
の

機
能
を
持
つ
外
付
け
の
機
器
の
固

定
電
話
へ
の
取
り
付
け
を
検
討
し

ま
し
ょ
う
。

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
商

品
の
購
入
や
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
な

ど
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
行
っ
た
契
約
に
関
す
る
相
談
は

年
々
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

◆
事
例
①
「
定
期
購
入
」

　
動
画
投
稿
サ
イ
ト
の
広
告
で
、

「
青
汁
が
今
な
ら
お
試
し
価
格
で

１
箱
６
０
０
円
」
と
宣
伝
さ
れ
て

い
た
。
一
度
試
し
て
み
よ
う
と
思

い
、
サ
イ
ト
を
開
い
て
注
文
し
た
。

そ
の
後
商
品
が
届
い
た
が
、
あ
ま

り
良
い
と
思
わ
な
か
っ
た
の
で
、

追
加
の
購
入
は
し
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
一
月
後
に
２
回
目
の
商
品

が
６
０
０
０
円
の
請
求
書
と
と
も

に
届
い
た
。
あ
ら
た
め
て
サ
イ
ト

を
見
る
と
、
定
期
購
入
が
条
件
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
下
の
方
に
記

載
さ
れ
て
い
た
。
す
ぐ
に
電
話
し

て
解
約
を
申
し
出
た
が
、
４
回
の

購
入
が
条
件
な
の
で
解
約
で
き
な

い
と
言
わ
れ
た
。

◇
対
策

　
広
告
で
「
初
回
〇
〇
円
」
と
う

た
っ
て
い
て
も
、
定
期
購
入
が
条

件
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
購
入
の
最
終
確
認
画
面
を
よ

く
見
て
、
慎
重
に
契
約
し
ま
し
ょ

う
。
解
約
や
返
品
が
可
能
か
、
そ

の
条
件
な
ど
も
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
サ
イ
ト
や
申
し

込
み
の
最
終
画
面
は
、
印
刷
し
た

り
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
を
残
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◆
事
例
②
「
フ
リ
マ
サ
ー
ビ
ス
」

　
フ
リ
マ
サ
イ
ト
で
、
子
ど
も
に

着
せ
る
た
め
に
有
名
ブ
ラ
ン
ド
の

服
を
購
入
し
た
。
し
か
し
、
届
い

た
品
の
ロ
ゴ
を
よ
く
見
る
と
、
そ

の
ブ
ラ
ン
ド
の
も
の
と
形
が
違
っ

て
い
た
。
模
倣
品
の
よ
う
な
の
で

返
金
し
て
ほ
し
い
。

◇
対
策

　
フ
リ
マ（
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
）

サ
ー
ビ
ス
は
あ
く
ま
で
個
人
間
の

取
引
で
自
己
責
任
と
な
り
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
と
き
の
解

決
は
当
事
者
間
で
図
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
フ
リ
マ
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
際
は
、
取
引
前
に
相

手
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
や
取
引
履
歴
、

評
価
、
商
品
に
つ
い
て
情
報
を
十

分
に
収
集
し
、
吟
味
し
て
く
だ
さ

い
。
利
用
規
約
を
熟
読
し
、
ル
ー

ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
禁
止
行
為

は
絶
対
に
行
わ
な
い
こ
と
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

◇
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
契
約

に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
は
他
に
も

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

す
べ
て
に
共
通
す
る
対
策
は
、
安

さ
な
ど
に
す
ぐ
に
飛
び
つ
か
ず
、

サ
イ
ト
や
商
品
、
販
売
者
の
情
報

を
よ
く
確
認
す
る
こ
と
で
す
。
ま

た
、
も
し
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
と

思
っ
た
ら
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は

ネ
ッ
ト
で
あ
っ
た
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
に
関
す
る
講
座
も
実
施
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
左
記
の
講
座
情
報
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

ネ
ッ
ト
で
あ
っ
た

�

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

特
殊
詐
欺
被
害

参加無料 消
生
費
活

ネットであった消費者トラブル 
　　　　　　～その事例と対策～

講　　師：藤 麻理子 氏（全国消費生活相談員協会） 
申込受付期間：1/6 ㈯まで
会　　場：消費生活センター第 1学習室
定　　員：40 人（先着順）
申込方法：電話、二次元コード、またはホームページから

1月 1/10㈬14時から

はじめての資産運用（オンライン開催） 
講　　師：馬場 聡子 氏（日本証券業協会） 
申込受付期間：1/1 ㈪から 2/9 ㈮まで
会　　場：オンライン

定　　員：50 人（先着順）
申込方法：二次元コード、またはホームページから（電話受付なし）

2月
2/17㈯10時30分から

西宮 知って

（Zoomを利用したオンライン開催です。事前に受講者へ講座のURLを
メールでお送りします。当日はそのURLから参加してください）

0798-69-3157

急
増
中
！

自動通話録音機無償配付事業
　市では、特殊詐欺被害を防止する
ため、申請時に 70歳以上の人や 70
歳以上の人と同一世帯の人を対象に、
「自動通話録音機（固定電話機へ外
付け）無償配付」を実施しています（1
世帯に 1台限り）。
☆通話録音機☆
　呼び出し音が鳴る前に、相手に対
し「この電話は振り込め詐欺などの
犯罪被害防止のため会話内容が自動
録音されます」と警告メッセージを
流し、受話器を取ると自動的に通話
を録音します。
【対 象 者】
次の全てを満たす人
・�市内に住民登録があり、居住して
いる
・�申請時に 70 歳以上、またはその
人と同一世帯の人
・�市・警察・防犯協会から特殊詐欺
等対策電話機等（録音チューは除
く）の貸与を受けていない
・�これまでに本事業を重複申し込み
をしていない
・�これまでに西宮市特殊詐欺等対策
電話機等購入補助金の交付を受け
ていない

【申込期限】
令和 6年 2月 28日（水）必着
　※予算がなくなり次第終了
【申　　込】
申し込み方法については、市ホーム
ページをご覧いただくか、下記問い
合わせ先にご連絡ください。
ページ番号：52559684
問い合わせ
西宮市自動通話録音機無償配付事業
受付センター
　0120-961-501
《受付時間》10時～17時
�（土曜・日曜、祝日・12/29～1/3を除く）

自動通話録音装置貸与事業
　また市では、上記配付事業のほか、
同様の機能を持つ機器の「貸与」を
実施しています。こちらは 1年間の
貸与になります。試しに利用してみ
たい方におすすめです。
配付事業と異なり、対象は 65歳以
上から。
　詳しくは、市ホームページをご覧
ください。
ページ番号：25229198
問い合わせ
西宮市消費生活センター
　0798-69-3157
《受付時間》8時45分～17時30分
� （日曜、祝日・12/29～1/3を除く）

西宮シルバー　検索
https://webc.sjc.ne.jp/nishisilver/
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世
間
を
に
ぎ
わ
す
特
殊
詐
欺
。

西
宮
市
で
も
被
害
は
増
加
中
で
す
。

い
く
つ
か
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
事
例
①
「
還
付
金
詐
欺
」

　
西
宮
市
役
所
の
年
金
課
の
Ａ
と

名
乗
る
職
員
か
ら
電
話
が
あ
っ
た
。

「
以
前
に
通
知
を
送
付
し
た
。
３

万
円
の
医
療
費
の
還
付
が
あ
る
と

い
う
内
容
だ
」。
届
い
て
い
な
い

と
言
う
と
「
還
付
の
期
限
が
迫
っ

て
い
る
。
携
帯
電
話
を
持
っ
た
ま

ま
、
急
い
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
向
か
っ
て

ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
た
。
コ
ン
ビ

ニ
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
指
示
に
従
い
、
画

面
の
操
作
と
数
字
の
入
力
を
行
っ

た
が
、
後
か
ら
自
分
の
口
座
か
ら

知
ら
な
い
口
座
に
入
金
さ
せ
ら
れ

て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

◇
対
策

　
医
療
費
な
ど
の
還
付
手
続
き
を

装
い
、
被
害
者
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作

さ
せ
、
不
法
の
利
益
を
得
る
詐
欺

で
す
。

　
市
役
所
や
公
的
機
関
の
職
員
か

ら
還
付
金
に
関
す
る
電
話
が
あ
っ

た
場
合
は
よ
く
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
真
偽
を
確
か
め
た
い
場
合
は
、

い
っ
た
ん
受
話
器
を
置
い
て
、
市

役
所
な
ど
の
代
表
番
号
に
電
話
し
、

担
当
課
に
つ
な
い
で
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
職
員
が
Ａ
Ｔ
Ｍ

の
操
作
法
を
指
南
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

◆
事
例
②
「�

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

手
交
型
詐
欺
」

　
銀
行
員
を
名
乗
る
人
物
か
ら
電

話
が
あ
り
、「
あ
な
た
の
口
座
が

悪
用
さ
れ
て
い
る
。
被
害
が
出
な

い
よ
う
に
職
員
を
向
か
わ
せ
た
い
。

事
前
に
暗
証
番
号
の
確
認
も
必
要

だ
」
と
言
わ
れ
、
暗
証
番
号
を
伝

え
た
上
、
来
訪
を
承
諾
し
た
。
自

宅
に
来
た
行
員
か
ら
新
し
い

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
渡
さ
れ
、

「
こ
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
は
処

分
し
て
お
く
」
と
言
わ
れ
、
古
い

カ
ー
ド
を
渡
し
た
が
、
後
日
、
そ

の
カ
ー
ド
で
多
額
の
現
金
を
引
き

出
さ
れ
て
い
た
。

◇
対
策

　
銀
行
員
や
警
察
官
な
ど
が
電
話

で
個
人
情
報
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
の
情
報
を
要
求
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
疑
わ
し
い
場
合
は
、

直
接
関
係
機
関
に
問
い
合
わ
せ
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

◆
そ
の
他
の
手
口

　
そ
の
他
、
有
利
な
条
件
で
の
融

資
を
持
ち
掛
け
、
融
資
の
た
め
の

保
証
金
を
要
求
し
、
振
り
込
み
後

に
音
信
不
通
に
な
る
「
融
資
保
証

金
詐
欺
」、
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
な

ど
の
利
用
料
を
請
求
す
る
メ
ー
ル

な
ど
を
送
り
付
け
て
架
空
の
利
用

料
を
請
求
す
る「
架
空
請
求
詐
欺
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
口
が
あ
り

ま
す
。

◇
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

　
情
報
を
正
し
く
確
認
し
、
冷
静

な
判
断
を
心
が
け
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
急
な
申
し
出
や
高
い
利
益

を
約
束
す
る
話
に
は
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
不
審
に
思
っ
た
ら
身
近

な
人
や
信
頼
で
き
る
第
三
者
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
詐
欺
に
巻

き
込
ま
れ
た
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ

に
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
詐

欺
か
ど
う
か
判
断
が
つ
か
な
い
場

合
な
ど
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
事
前
に
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
、

通
話
を
自
動
で
録
音
す
る
機
能
が

あ
る
電
話
機
の
設
置
や
、
同
様
の

機
能
を
持
つ
外
付
け
の
機
器
の
固

定
電
話
へ
の
取
り
付
け
を
検
討
し

ま
し
ょ
う
。

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
商

品
の
購
入
や
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
な

ど
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
行
っ
た
契
約
に
関
す
る
相
談
は

年
々
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

◆
事
例
①
「
定
期
購
入
」

　
動
画
投
稿
サ
イ
ト
の
広
告
で
、

「
青
汁
が
今
な
ら
お
試
し
価
格
で

１
箱
６
０
０
円
」
と
宣
伝
さ
れ
て

い
た
。
一
度
試
し
て
み
よ
う
と
思

い
、
サ
イ
ト
を
開
い
て
注
文
し
た
。

そ
の
後
商
品
が
届
い
た
が
、
あ
ま

り
良
い
と
思
わ
な
か
っ
た
の
で
、

追
加
の
購
入
は
し
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
一
月
後
に
２
回
目
の
商
品

が
６
０
０
０
円
の
請
求
書
と
と
も

に
届
い
た
。
あ
ら
た
め
て
サ
イ
ト

を
見
る
と
、
定
期
購
入
が
条
件
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
下
の
方
に
記

載
さ
れ
て
い
た
。
す
ぐ
に
電
話
し

て
解
約
を
申
し
出
た
が
、
４
回
の

購
入
が
条
件
な
の
で
解
約
で
き
な

い
と
言
わ
れ
た
。

◇
対
策

　
広
告
で
「
初
回
〇
〇
円
」
と
う

た
っ
て
い
て
も
、
定
期
購
入
が
条

件
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
購
入
の
最
終
確
認
画
面
を
よ

く
見
て
、
慎
重
に
契
約
し
ま
し
ょ

う
。
解
約
や
返
品
が
可
能
か
、
そ

の
条
件
な
ど
も
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
サ
イ
ト
や
申
し

込
み
の
最
終
画
面
は
、
印
刷
し
た

り
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
を
残
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◆
事
例
②
「
フ
リ
マ
サ
ー
ビ
ス
」

　
フ
リ
マ
サ
イ
ト
で
、
子
ど
も
に

着
せ
る
た
め
に
有
名
ブ
ラ
ン
ド
の

服
を
購
入
し
た
。
し
か
し
、
届
い

た
品
の
ロ
ゴ
を
よ
く
見
る
と
、
そ

の
ブ
ラ
ン
ド
の
も
の
と
形
が
違
っ

て
い
た
。
模
倣
品
の
よ
う
な
の
で

返
金
し
て
ほ
し
い
。

◇
対
策

　
フ
リ
マ（
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
）

サ
ー
ビ
ス
は
あ
く
ま
で
個
人
間
の

取
引
で
自
己
責
任
と
な
り
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
と
き
の
解

決
は
当
事
者
間
で
図
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
フ
リ
マ
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
際
は
、
取
引
前
に
相

手
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
や
取
引
履
歴
、

評
価
、
商
品
に
つ
い
て
情
報
を
十

分
に
収
集
し
、
吟
味
し
て
く
だ
さ

い
。
利
用
規
約
を
熟
読
し
、
ル
ー

ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
禁
止
行
為

は
絶
対
に
行
わ
な
い
こ
と
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

◇
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
契
約

に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
は
他
に
も

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

す
べ
て
に
共
通
す
る
対
策
は
、
安

さ
な
ど
に
す
ぐ
に
飛
び
つ
か
ず
、

サ
イ
ト
や
商
品
、
販
売
者
の
情
報

を
よ
く
確
認
す
る
こ
と
で
す
。
ま

た
、
も
し
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
と

思
っ
た
ら
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は

ネ
ッ
ト
で
あ
っ
た
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
に
関
す
る
講
座
も
実
施
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
左
記
の
講
座
情
報
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

ネ
ッ
ト
で
あ
っ
た

�

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

特
殊
詐
欺
被
害

参加無料 消
生
費
活

ネットであった消費者トラブル 
　　　　　　～その事例と対策～

講　　師：藤 麻理子 氏（全国消費生活相談員協会） 
申込受付期間：1/6 ㈯まで
会　　場：消費生活センター第 1学習室
定　　員：40 人（先着順）
申込方法：電話、二次元コード、またはホームページから

1月 1/10㈬14時から

はじめての資産運用（オンライン開催） 
講　　師：馬場 聡子 氏（日本証券業協会） 
申込受付期間：1/1 ㈪から 2/9 ㈮まで
会　　場：オンライン

定　　員：50 人（先着順）
申込方法：二次元コード、またはホームページから（電話受付なし）

2月
2/17㈯10時30分から

西宮 知って

（Zoomを利用したオンライン開催です。事前に受講者へ講座のURLを
メールでお送りします。当日はそのURLから参加してください）

0798-69-3157

急
増
中
！

自動通話録音機無償配付事業
　市では、特殊詐欺被害を防止する
ため、申請時に 70歳以上の人や 70
歳以上の人と同一世帯の人を対象に、
「自動通話録音機（固定電話機へ外
付け）無償配付」を実施しています（1
世帯に 1台限り）。
☆通話録音機☆
　呼び出し音が鳴る前に、相手に対
し「この電話は振り込め詐欺などの
犯罪被害防止のため会話内容が自動
録音されます」と警告メッセージを
流し、受話器を取ると自動的に通話
を録音します。
【対 象 者】
次の全てを満たす人
・�市内に住民登録があり、居住して
いる
・�申請時に 70 歳以上、またはその
人と同一世帯の人
・�市・警察・防犯協会から特殊詐欺
等対策電話機等（録音チューは除
く）の貸与を受けていない
・�これまでに本事業を重複申し込み
をしていない
・�これまでに西宮市特殊詐欺等対策
電話機等購入補助金の交付を受け
ていない

【申込期限】
令和 6年 2月 28日（水）必着
　※予算がなくなり次第終了
【申　　込】
申し込み方法については、市ホーム
ページをご覧いただくか、下記問い
合わせ先にご連絡ください。
ページ番号：52559684
問い合わせ
西宮市自動通話録音機無償配付事業
受付センター
　0120-961-501
《受付時間》10時～17時
�（土曜・日曜、祝日・12/29～1/3を除く）

自動通話録音装置貸与事業
　また市では、上記配付事業のほか、
同様の機能を持つ機器の「貸与」を
実施しています。こちらは 1年間の
貸与になります。試しに利用してみ
たい方におすすめです。
配付事業と異なり、対象は 65歳以
上から。
　詳しくは、市ホームページをご覧
ください。
ページ番号：25229198
問い合わせ
西宮市消費生活センター
　0798-69-3157
《受付時間》8時45分～17時30分
� （日曜、祝日・12/29～1/3を除く）

気に働ける会員を募集中元
公益社団法人

●網戸、障子の張り替え
●毛筆筆耕宛て名書き 
●マンション・事業所の清掃
●パソコンの個人指導 
●着物のリフォーム、手づくり小物作成

女性も男性も60歳を過ぎたらシルバー人材センターへ

西宮シルバー　検索
https://webc.sjc.ne.jp/nishisilver/

毎月、入会説明会を開催しています。
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●⑧ ●⑥

●⑦

●②

●⑩

●④

●⑤

●⑨

●①

●③

阪急神戸線

名神高速道路

国道2号

西宮 阪神国道

山手幹線

津
門
川

甲子園口
JR神戸線

山陽新幹線
国道171号

阪
急
今
津
線

武
庫
川

仁
川

甲
東
園

西宮北口

東
川
（
御
手
洗
川
）

四
十
谷
川

門
戸
厄
神

旧西
国街
道

仁川

中
津
浜
線

新
池

新
堀
川

①
五
共
橋

　
五
共
橋
は
J
R
西
宮
駅
北
側
を

南
北
に
流
れ
る
東
川（
御
手
洗
川
）

に
昭
和
48
（
1
9
7
3
）
年
6
月

に
架
け
ら
れ
ま
し
た
。
橋
の
名
は

か
つ
て
道
路
整
備
・
拡
張
な
ど
に

尽
力
し
、
地
域
の
発
展
に
貢
献
し

た
5
人
組
に
由
来
し
ま
す
。
か
つ

て
J
R
神
戸
線
に
平
行
し
て
流

れ
、
今
は
暗
渠
と
な
っ
て
い
る
富

倉
川
に
は
、
そ
の
5
人
の
名
前
が

一
文
字
ず
つ
使
わ
れ
た
5
本
の
橋

が
架
か
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
現

在
の
五
共
橋
は
平
成
6（
1
9
9
4
）

年
に
架
け
替
え
ら
れ
、
川
を
挟
む

地
域
を
つ
な
い
で
い
ま
す
。

②
中
殿
橋

　
J
R
西
宮
駅
の
北
を
東
西
に
走

る
山
手
幹
線
は
、
交
通
量
の
多
い

道
路
で
す
。
昭
和
の
終
わ
り
頃
に

着
工
し
た
拡
幅
工
事
は
、
住
民
の

安
全
を
考
慮
し
て
南
北
片
側
ず
つ

若竹生活文化会館、中央体育館分館、分館グラウンド、
みやっこキッズパークへと続く若竹通りの起点です

中殿橋の北東には神明八幡神社があります

たくさんの道路が交差する地点です

ハシからハシまで歩くと意外と長い歩道橋！

風通しがよく、居心地のいいスポットです

高架橋をハシる♪
山陽新幹線

平成の初めごろの自動車が行き交う様子
（写真提供／県・西宮土木事務所道路第1課）

と
み

く
ら
が
わ

行
わ
れ
、
2
車
線
か
ら
4
車
線
の

広
い
道
路
と
な
り
ま
し
た
。
平
成

元
年
、
東
川
と
交
差
す
る
場
所
に

中
殿
橋
が
架
け
ら
れ
ま
し
た
。

③
3
8
8
号
橋

④
若
山
町
交
差
点
歩
道
橋

　
国
道
1
7
1
号
と
中
津
浜
線
が

交
わ
る
若
山
町
交
差
点
に
、
東
、

西
、
南
の
3
方
向
を
つ
な
ぐ
大
き

な
歩
道
橋
が
架
か
っ
て
い
ま
す
。

交
通
量
が
非
常
に
多
い
こ
の
交
差

点
で
、
人
々
の
移
動
を
よ
り
安
全

に
導
い
て
く
れ
る
歩
道
橋
と
し
て

日
々
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
橋
の

上
は
、
行
き
交
う
車
を
見
物
す
る

親
子
や
、
大
阪
国
際
空
港
（
伊
丹

空
港
）
を
離
陸
し
、
北
西
に
上
昇

し
な
が
ら
大
き
く
旋
回
す
る
飛
行

機
を
眺
め
る
人
な
ど
の
ビ
ュ
ー
ポ

イ
ン
ト
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

⑤
山
陽
新
幹
線
高
架
橋

　
東
西
に
走
り
抜
け
る
山
陽
新
幹

線
専
用
の
橋
。
阪
神
・
淡
路
大
震

災
で
一
部
が
倒
壊
し
ま
し
た
が
、

修
復
さ
れ
て
か
ら
は
橋
の
下
が
地

域
の
人
た
ち
の
憩
い
の
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。公
園
が
８
カ
所
あ
り
、

雨
の
日
で
も
遊
べ
る
の
が
魅
力
で

す
。

⑦
新
堀
川
に
架
か
る
橋

　
新
堀
川
の
J
R
神
戸
線
か
ら
国

道
２
号
ま
で
の
間
に
は
、
個
人
の

住
宅
用
の
も
の
を
含
め
る
と
十
数

本
の
橋
が
架
か
っ
て
い
ま
す
。

　
北
か
ら
５
番
目
ま
で
の
橋
に
は

名
前
が
付
い
て
お
り
、
寄
合
橋
、

円
満
橋
、
八
島
橋
、
栄
橋
、
旭
橋

と
そ
れ
ぞ
れ
に
思
い
が
込
め
ら
れ

た
よ
う
な
名
前
で
す
が
、
由
来
は

⑥
上
武
庫
橋

　
県
道
6
0
6
号
西
宮
豊
中

線
の
一
部
と
し
て
、
昭
和
2

年
に
架
け
ら
れ
た
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
り
の
上
武
庫

橋
。
橋
の
幅
が
約
4
・
5
m

と
狭
く
、
自
動
車
が
行
き
交

う
時
に
欄
干
に
側
面
を
こ
す

る
こ
と
が
多
く
あ
っ
た
た

め
、「
ガ
リ
ガ
リ
橋
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
乗

り
越
え
た
頑
丈
な
橋
で
し
た

が
、
平
成
20
年
3
月
に
幅

11
・
5
m
の
現
在
の
橋
に
架

け
替
え
ら
れ
ま
し
た
。

※
地
図
上
の
数
字
は
P
22
〜
24
の
ス
ポ
ッ
ト
で
す

昭
和
38
年
ご
ろ
の
上
武
庫
橋

（
写
真
提
供
／
市・総
務
課

公
文
書・歴
史
資
料
チ
ー
ム
）

　
阪
急
門
戸
厄
神
駅
へ

と
向
か
う
旧
西
国
街
道

が
、
四
十
谷
川
の
上
を

走
る
地
点
に
あ
る
橋
。

橋
の
上
に
あ
る
交
差
点

は
川
沿
い
の
道
と
の
合

流
点
で
、
交
通
量
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
1

月
の
厄
除
大
祭
の
時
に

は
、
こ
こ
か
ら
門
戸
方

面
が
車
両
通
行
止
め
に

な
り
ま
す
。
名
前
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
生
活
を

支
え
る
、
地
域
に
不
可

欠
な
橋
の
一
つ
で
す
。

よ

そ

や

生
活
を
支
え
る
橋

生
活
を
支
え
る
橋

交
通
を
支
え
る
橋

交
通
を
支
え
る
橋

ぶ
ら
り
歩
き
で
楽
し
む
橋

ぶ
ら
り
歩
き
で
楽
し
む
橋

歩
く
も
よ
し

　ハ
シ
る
も
よ
し

見
て
楽
し
む
も
よ
し

東
部
エ
リ
ア

不用品

買 取 処 分

株式会社
ご不明な点はお気軽にお問い合わせください！

0120-39 -5341
サンキュー ゴ　ミ　ヨ　イ 〒662-0934 西宮市西宮浜1丁目15番

Email  info@sukkirin.jp

http://www.sukkirin.jp/

1.スピード対応
※当日からの回収も対応しております。
（但し、お時間によりご要望にお応えでき
ない場合がありますのでご了承ください）

2. 専門スタッフによる査定
※買取対象に限る。
3. 買取できない場合には処分対応
※別途有料でのご案内。

4.お家の中からの運び出し
5. 引越時の費用を圧縮
6. 1点からでも伺います
7.もしものための賠償保険加入
8. 土・日・祝日も対応

携帯・PHS OK

スッキリンのメリット

見 積 無 料 ！！



23 22

阪神本線 久寿川

西宮

今津

西宮神社

←至香櫨園

至甲子園→

●⑧ ●⑥

●⑦

●②

●⑩

●④

●⑤

●⑨

●①

●③

阪急神戸線

名神高速道路

国道2号

西宮 阪神国道

山手幹線

津
門
川

甲子園口
JR神戸線

山陽新幹線
国道171号

阪
急
今
津
線

武
庫
川

仁
川

甲
東
園

西宮北口

東
川
（
御
手
洗
川
）

四
十
谷
川

門
戸
厄
神

旧西
国街
道

仁川

中
津
浜
線

新
池

新
堀
川

①
五
共
橋

　
五
共
橋
は
J
R
西
宮
駅
北
側
を

南
北
に
流
れ
る
東
川（
御
手
洗
川
）

に
昭
和
48
（
1
9
7
3
）
年
6
月

に
架
け
ら
れ
ま
し
た
。
橋
の
名
は

か
つ
て
道
路
整
備
・
拡
張
な
ど
に

尽
力
し
、
地
域
の
発
展
に
貢
献
し

た
5
人
組
に
由
来
し
ま
す
。
か
つ

て
J
R
神
戸
線
に
平
行
し
て
流

れ
、
今
は
暗
渠
と
な
っ
て
い
る
富

倉
川
に
は
、
そ
の
5
人
の
名
前
が

一
文
字
ず
つ
使
わ
れ
た
5
本
の
橋

が
架
か
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
現

在
の
五
共
橋
は
平
成
6（
1
9
9
4
）

年
に
架
け
替
え
ら
れ
、
川
を
挟
む

地
域
を
つ
な
い
で
い
ま
す
。

②
中
殿
橋

　
J
R
西
宮
駅
の
北
を
東
西
に
走

る
山
手
幹
線
は
、
交
通
量
の
多
い

道
路
で
す
。
昭
和
の
終
わ
り
頃
に

着
工
し
た
拡
幅
工
事
は
、
住
民
の

安
全
を
考
慮
し
て
南
北
片
側
ず
つ

若竹生活文化会館、中央体育館分館、分館グラウンド、
みやっこキッズパークへと続く若竹通りの起点です

中殿橋の北東には神明八幡神社があります

たくさんの道路が交差する地点です

ハシからハシまで歩くと意外と長い歩道橋！

風通しがよく、居心地のいいスポットです

高架橋をハシる♪
山陽新幹線

平成の初めごろの自動車が行き交う様子
（写真提供／県・西宮土木事務所道路第1課）

と
み

く
ら
が
わ

行
わ
れ
、
2
車
線
か
ら
4
車
線
の

広
い
道
路
と
な
り
ま
し
た
。
平
成

元
年
、
東
川
と
交
差
す
る
場
所
に

中
殿
橋
が
架
け
ら
れ
ま
し
た
。

③
3
8
8
号
橋

④
若
山
町
交
差
点
歩
道
橋

　
国
道
1
7
1
号
と
中
津
浜
線
が

交
わ
る
若
山
町
交
差
点
に
、
東
、

西
、
南
の
3
方
向
を
つ
な
ぐ
大
き

な
歩
道
橋
が
架
か
っ
て
い
ま
す
。

交
通
量
が
非
常
に
多
い
こ
の
交
差

点
で
、
人
々
の
移
動
を
よ
り
安
全

に
導
い
て
く
れ
る
歩
道
橋
と
し
て

日
々
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
橋
の

上
は
、
行
き
交
う
車
を
見
物
す
る

親
子
や
、
大
阪
国
際
空
港
（
伊
丹

空
港
）
を
離
陸
し
、
北
西
に
上
昇

し
な
が
ら
大
き
く
旋
回
す
る
飛
行

機
を
眺
め
る
人
な
ど
の
ビ
ュ
ー
ポ

イ
ン
ト
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

⑤
山
陽
新
幹
線
高
架
橋

　
東
西
に
走
り
抜
け
る
山
陽
新
幹

線
専
用
の
橋
。
阪
神
・
淡
路
大
震

災
で
一
部
が
倒
壊
し
ま
し
た
が
、

修
復
さ
れ
て
か
ら
は
橋
の
下
が
地

域
の
人
た
ち
の
憩
い
の
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。公
園
が
８
カ
所
あ
り
、

雨
の
日
で
も
遊
べ
る
の
が
魅
力
で

す
。

⑦
新
堀
川
に
架
か
る
橋

　
新
堀
川
の
J
R
神
戸
線
か
ら
国

道
２
号
ま
で
の
間
に
は
、
個
人
の

住
宅
用
の
も
の
を
含
め
る
と
十
数

本
の
橋
が
架
か
っ
て
い
ま
す
。

　
北
か
ら
５
番
目
ま
で
の
橋
に
は

名
前
が
付
い
て
お
り
、
寄
合
橋
、

円
満
橋
、
八
島
橋
、
栄
橋
、
旭
橋

と
そ
れ
ぞ
れ
に
思
い
が
込
め
ら
れ

た
よ
う
な
名
前
で
す
が
、
由
来
は

⑥
上
武
庫
橋

　
県
道
6
0
6
号
西
宮
豊
中

線
の
一
部
と
し
て
、
昭
和
2

年
に
架
け
ら
れ
た
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
り
の
上
武
庫

橋
。
橋
の
幅
が
約
4
・
5
m

と
狭
く
、
自
動
車
が
行
き
交

う
時
に
欄
干
に
側
面
を
こ
す

る
こ
と
が
多
く
あ
っ
た
た

め
、「
ガ
リ
ガ
リ
橋
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
乗

り
越
え
た
頑
丈
な
橋
で
し
た

が
、
平
成
20
年
3
月
に
幅

11
・
5
m
の
現
在
の
橋
に
架

け
替
え
ら
れ
ま
し
た
。

※
地
図
上
の
数
字
は
P
22
〜
24
の
ス
ポ
ッ
ト
で
す

昭
和
38
年
ご
ろ
の
上
武
庫
橋

（
写
真
提
供
／
市・総
務
課

公
文
書・歴
史
資
料
チ
ー
ム
）

　
阪
急
門
戸
厄
神
駅
へ

と
向
か
う
旧
西
国
街
道

が
、
四
十
谷
川
の
上
を

走
る
地
点
に
あ
る
橋
。

橋
の
上
に
あ
る
交
差
点

は
川
沿
い
の
道
と
の
合

流
点
で
、
交
通
量
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
1

月
の
厄
除
大
祭
の
時
に

は
、
こ
こ
か
ら
門
戸
方

面
が
車
両
通
行
止
め
に

な
り
ま
す
。
名
前
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
生
活
を

支
え
る
、
地
域
に
不
可

欠
な
橋
の
一
つ
で
す
。

よ

そ

や

生
活
を
支
え
る
橋

生
活
を
支
え
る
橋

交
通
を
支
え
る
橋

交
通
を
支
え
る
橋

ぶ
ら
り
歩
き
で
楽
し
む
橋

ぶ
ら
り
歩
き
で
楽
し
む
橋

歩
く
も
よ
し

　ハ
シ
る
も
よ
し

見
て
楽
し
む
も
よ
し

東
部
エ
リ
ア

広告
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不
明
で
す
。

　
春
に
は
両
岸
か
ら
川
面
を
覆
う

よ
う
に
桜
が
咲
き
、
ど
の
橋
か
ら

も
花
見
を
楽
し
め
ま
す
。

⑧
上
昭
和
橋

　
昭
和
26（
1
9
5
1
）

年
に
架
け
ら
れ
、
ア
ン

テ
ィ
ー
ク
調
の
橋
上
灯

が
す
て
き
な
橋
で
す
。

場
所
は
阪
急
西
宮
北
口

駅
北
西
の
津
門
川
。人

通
り
の
多
い
所
で
す

が
、川
を
の
ぞ
く
と
、ボ

ラ
、ナ
マ
ズ
、ア
ユ
、コ

イ
、イ
シ
ガ
メ
が
泳
ぎ
、

時
折
サ
ギ
が
飛
来
す
る

な
ど
自
然
を
感
じ
る
こ

と
も
で
き
る
所
で
す
。

⑩
上
ケ
原
八
幡
神
社
の
参
道
石
橋

　
神
社
境
内
手
前
を
流
れ
る
上
ケ
原

用
水
路
の
上
に
架
け
ら
れ
た
長
さ

2
m
ほ
ど
の
小
さ
な
橋
で
す
。
上
ケ

原
八
幡
神
社
は
、
上
ケ
原
新
田
村
が

開
発
さ
れ
た
頃
に
廣
田
神
社
か
ら
分

祀
さ
れ
、
二
の
鳥
居
に
は
、
寛
文
13

（
1
6
7
3
）年
と

刻
ま
れ
て
い
ま

す
。
架
橋
年
が
分

か
っ
て
い
る
橋
の

中
で
は
、
西
宮
市

内
最
古
の
橋
の
よ

う
で
す
。

⑨
津
門
川
に
架
か
る
8
本
の
橋

　
百
間
樋
川
と
六
甲
山
か
ら
の
湧

き
水
を
源
と
す
る
津
門
川
。
国
道

１
７
１
号
か
ら
阪
急
神
戸
線
ま
で

の
間
に
8
本
の
橋
が

架
か
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
甲
風
橋
か

ら
上
昭
和
橋
ま
で
約

60
ｍ
の
区
間
で
は
、

5
月
に
色
鮮
や
か
な

こ
い
の
ぼ
り
が
か
け

ら
れ
、
風
に
泳
ぐ
様

子
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
上
昭
和
橋

の
北
に
は
「
幸
運
橋
」

が
あ
り
ま
す
。
名
前

の
由
来
は
分
か
り
ま

せ
ん
が
、
渡
る
と
幸

運
に
巡
り
合
え
そ
う

な
気
分
に
な
り
ま
す
。

【
参
考
文
献
】『
西
宮
の
橋
梁
』
西
宮
市
教
育
委
員
会

ぶ
ん

し

八
島
橋
か
ら
北
方
向
の
新
堀
川
の
風
景

橋上灯は夜道を歩く人を守るように
優しい光をともします

「
安
永
八
亥
年
八
月
吉
日
」

と
刻
ま
れ
た
親
柱

こいのぼりは私立西宮公同幼稚園
園児の手作りです

二の鳥居建立の106年後
（安永8年）に架けられた
上ケ原の歴史を伝える石橋です
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山口町郷土資料館
この郷土資料館は、美しい自然と
風土を持つ山口町の文化を後
世に伝えるために、財団法人山
口町徳風会の30周年記念事業
として建てられました。第1展示
室山口の歩みでは、中世以前か
ら現在までの山口町に関する数
多くの資料を見やすく保存展示
しています。第2展示室 技と匠
は、山口町の代表的な産業で
あった寒天・竹かご・和紙の技法
などを紹介し、山口町の歴史や
風土がよくわかる施設になってい
ます。
また、山口地区の7基のだんじり
についても紹介しており、一年交
替で7基のうちのどれかを展示
し、だんじりを間近に見ることがで
きます。

〒651-1421 兵庫県西宮市山口町上山口2-11-27
　　　　　 　　　　　　　（山口町徳風会館内）
TEL 078-904-3451   FAX 078-904-2265

利用のご案内

交通のご案内

■入 館 料　無料
■開館時間　午前10時～午後4時
　　　　　　（ただし、入館は午後3時30分まで）
■休 館 日　土・日曜日、国民の祝・休日、年末年始
　　　　　　（12月29日～1月3日）

このほか臨時に休館することがあります。
詳しくは、電話でお問い合わせください。

■さくらやまなみバス　　　 阪急夙川から約50分
■阪急バス　　　　　　　　 西宮名塩から約15分

●丸山下、下車徒歩4分
●山口センター前、下車徒歩7分

第1展示室　山口の歩み
人の住みはじめた六世紀末から現在まで、
山口町がどのような時代の流れを刻んでき
たかをわかりやすくご覧いただけます。

第5展示室　昔の民具
山口町に昔から伝わる暮らしの道具を展示し、学べ
て、触れて、体験できますが、体験コーナーは予約
が必要です。

第3展示室　祭り
吹き抜けの空間に高さ約4mのだんじりを展示。
勇壮な山口町の秋祭りのようすがお楽しみいた
だけます。

第4展示室　徳風会の生いたち
財団法人山口町徳風会の沿革をお伝
えしています。

第2展示室　技と匠
山口町の代表的な特産物である「和紙」
「竹かご」「寒天」について、その技と匠
の素晴らしさをご紹介しています。

パノラマホール
四季折々の美しい山口町の自然をはじめ、
時の流れにおける変化、歴史に残る名所・
旧跡などをご覧いただけます。
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　名塩小学校の通学道、名塩和紙学習館
などへの通路として、普段は通行量が少な
い何の変哲もない歩道橋があります。しか
し、名塩八幡神社の秋の例祭、だんじり祭
りの日だけは、だんじり７基の巡行が見ら
れる特等席として、見物や写真に収める人
たちが多く集います。

◆名塩小学校前の名塩歩道橋 ＜名塩地域＞

阪急バス名塩小学校前下車すぐ

　小さな橋が架かる水路には蚊対策のために放流
されたといわれるコイが泳いでいます。藻を食べて
いるため水草も生えず、きれいな流れです。幅２ｍほ
どの水路を、主のような顔をして悠々と泳ぐ姿は、行
きかう人たちの癒やしになっています。

◆住宅地を流れる水路と小さな橋 ＜北口地域＞

阪急バス上之町下車約 3 分

　四季折々、どの時間帯でも違った表情を見ることができます。手
前から中国自動車道、武庫川に架かる青い神戸水道・第三水道橋、
JR宝塚線、国道176号の生瀬新大橋、生瀬橋。日によっては遠く大
阪のビル群やあべのハルカスまで見通すことができ、見飽きること
がありません。

◆青峯道路からの眺望 ＜生瀬地域＞

ぐるっと生瀬コミュニティバス青峯道路東下車すぐ

　苦楽園地域は文教の町で、苦楽園小学校、苦楽園中学校、西宮
北高校の三つの公立の学校が傾斜地に隣接しています。苦楽園
中学校は道路を挟んで体育館と本校舎が離れているため、渡り廊
下が架けられています。

◆苦楽園中学校の渡り廊下 ＜苦楽園地域＞

阪神・阪急バス柏堂町下車徒歩約 10 分

　大社小学校の児童数が増えたため、甲陽大池を半分埋め立て、昭
和43（1968）年に甲陽園小学校ができました。大社地域から通う子
どもたちのために南門前を流れる西山川に橋が架けられ、当時小学5
年生だった卒業生の記憶では、子どもたちからの公募により「希望の
橋」と名付けられたそうです。

◆希望の橋 ＜甲陽地域＞

阪急甲陽園駅から徒歩約５分

　夙川河口に最も近い橋です。橋から北方向を望むと、はるか
向こうに甲山が見えます。南側には阪神間でも貴重な自然海
浜である御前浜・香櫨園浜が広がっています。

◆浜夙川橋 ＜香櫨園地域＞

阪神香櫨園駅から徒歩約 12 分
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　阪急仁川駅から西へ向かい、緩やかに
北にカーブした仁川をさかのぼると、「鶴」
「翁」「蓬莱」と、めでたい名前の橋が架け
られています。昭和36年に架けられた蓬
莱橋の手前辺りからは甲山が望めます。

◆蓬莱橋 ＜上ケ原地域＞

阪急仁川駅から徒歩約 15 分
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　名塩小学校の通学道、名塩和紙学習館
などへの通路として、普段は通行量が少な
い何の変哲もない歩道橋があります。しか
し、名塩八幡神社の秋の例祭、だんじり祭
りの日だけは、だんじり７基の巡行が見ら
れる特等席として、見物や写真に収める人
たちが多く集います。

◆名塩小学校前の名塩歩道橋 ＜名塩地域＞

阪急バス名塩小学校前下車すぐ

　小さな橋が架かる水路には蚊対策のために放流
されたといわれるコイが泳いでいます。藻を食べて
いるため水草も生えず、きれいな流れです。幅２ｍほ
どの水路を、主のような顔をして悠々と泳ぐ姿は、行
きかう人たちの癒やしになっています。

◆住宅地を流れる水路と小さな橋 ＜北口地域＞

阪急バス上之町下車約 3 分

　四季折々、どの時間帯でも違った表情を見ることができます。手
前から中国自動車道、武庫川に架かる青い神戸水道・第三水道橋、
JR宝塚線、国道176号の生瀬新大橋、生瀬橋。日によっては遠く大
阪のビル群やあべのハルカスまで見通すことができ、見飽きること
がありません。

◆青峯道路からの眺望 ＜生瀬地域＞

ぐるっと生瀬コミュニティバス青峯道路東下車すぐ

　苦楽園地域は文教の町で、苦楽園小学校、苦楽園中学校、西宮
北高校の三つの公立の学校が傾斜地に隣接しています。苦楽園
中学校は道路を挟んで体育館と本校舎が離れているため、渡り廊
下が架けられています。

◆苦楽園中学校の渡り廊下 ＜苦楽園地域＞

阪神・阪急バス柏堂町下車徒歩約 10 分

　大社小学校の児童数が増えたため、甲陽大池を半分埋め立て、昭
和43（1968）年に甲陽園小学校ができました。大社地域から通う子
どもたちのために南門前を流れる西山川に橋が架けられ、当時小学5
年生だった卒業生の記憶では、子どもたちからの公募により「希望の
橋」と名付けられたそうです。

◆希望の橋 ＜甲陽地域＞

阪急甲陽園駅から徒歩約５分

　夙川河口に最も近い橋です。橋から北方向を望むと、はるか
向こうに甲山が見えます。南側には阪神間でも貴重な自然海
浜である御前浜・香櫨園浜が広がっています。

◆浜夙川橋 ＜香櫨園地域＞

阪神香櫨園駅から徒歩約 12 分
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　阪急仁川駅から西へ向かい、緩やかに
北にカーブした仁川をさかのぼると、「鶴」
「翁」「蓬莱」と、めでたい名前の橋が架け
られています。昭和36年に架けられた蓬
莱橋の手前辺りからは甲山が望めます。

◆蓬莱橋 ＜上ケ原地域＞

阪急仁川駅から徒歩約 15 分
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●西宮市大谷記念美術館「コレクショ

ン展　日本画ことはじめ」チケプレ
1月13日（土）～２月

18日（日）10時～ 17

時※入場は閉館の30

分前まで■場 同館。水

曜 休 館。一 般1000

円、高 大 生 600円、

小中生400円。障が

いのある人とその介

助者１人は無料（要

証明）。ココロンカー

ド・のびのびパスポ

ート提示の小中生は無料。■場＆■問同館

（☎33-0164）

●嵯峨嵐山文華館「よきかな源氏物語」

チケプレ

前期：１月18日（木）～ 3月4日（月）

後 期：3月6日（水）～ 4 月7日（日）

10時～17時※入場は閉館の30分前

まで、２月17日（土）は15時閉館。２

月18日・3月5日休館。一般1000円、

高校生600円、小中生400円。障が

いのある人とその介助者１人まで600

円。幼児無料。■場＆■問同館事務局（☎

075-882-1111）

介助者１人は当日料金の半額（要証明）。

大阪市総合コールセンター（☎06-

4301-7285　８時～21時・年中無休）

●西宮市子ども会文化サークル連盟発

表会　１月13日（土）13時40分～ 16

時 アミティ・ベイコムホール。無料。

市・教育委員会青少年育成課（☎

31-5421）

●はじめての「お能」体験～一緒に楽し

むワークショップ　１月13日（土）①

能面のようなお面を描こう：14時～②

一緒にお能を楽しもう：15時～。無料。

＆ 甲東ホール（☎51-5144）

●2024 ニューイヤーコンサート　
１月16日（火）15時～ 芸術文化セン

ター。一般2000円（全席自由）※当日

500円増。未就学児の入場不可。 西

宮市文化振興財団（☎33-3111）

●ランチタイムコンサート　１月19日

（金）12時20分～ アミティ・ベイコ

ムホール。500円（全席自由）。未就学

児の入場不可。 西宮市文化振興財団

（☎33-3111）

●20歳のアーティストみやっこ成人

コ ン サ ー ト　①１月20日（土）②１月

27日（土）いずれも15時～。500円（全

席自由）。未就学児の入場不可。■場＆■問

西宮市プレラホール（☎64-9485）

●古典芸能観賞会日本舞踊　１月27

日（土）13時30分～■場アミティ・ベイ

コムホール。1000円（全席自由）。未

就学児の入場不可。■問西宮市文化振興

財団（☎33-3111）

●小さな劇場ミクロポディウム＆肩掛

け人形芝居　２月４日（日）①13時30

分～②16時30分～。大人1000円、

中学生～大学生500円、３歳～小学生

300円。３歳未満無料。■場＆■問甲東ホ

ール（☎51-5144）

●合唱講習会　２月11日（日・祝）14

時～ なるお文化ホール。500円（資

●国立国際美術館　特別展「古代メキ

シコ ―マヤ、アステカ、テオティワカ

ン」チケプレ
２月６日（火）～

５月６日（月・振

休）10時～17時、

金・土曜日は20

時まで※入場は

閉 館 の 30 分 前

まで。月曜、２月

13日は休館※２

月12日、４月29

日、５月６日は開

館。 一 般 2100

円、大学生1300

円、高 校 生 900

円、中学生以下無

料※大学生、高校生、中学生以下要証

明。心身に障がいのある人とその介助

者１人は無料（要証明）。■場＆■問同館（☎

06-6447-4680）

●大阪中之島美術館「モネ 連作の情

景」チケプレ
２月10日（土）

～ ５ 月 ６ 日

（月・振 休）10

時～18時※入

場は閉館の30

分前まで 同

館5階展示室。

月曜日休館※

２月1 2日、４

月１日・15日・

22 日・29 日、

５月６日は開

館。一般2500

円、高大生1500円、小中生500円、

未就学児は無料。障害のある人とその

料代含む）。 西宮市文化振興財団（☎

33-3146）

●ミ・ベモル ポピュラーコンサート　
２月17日（土）18時30分～ アミテ

ィ・ベイコムホール。一般2500円、

25歳以下2000円（全席自由）※当日

500円増。未就学児の入場不可。 西

宮市文化振興財団（☎33-3111）

●宮っ子おやこコンサート　２月24日

（土）14時～ なるお文化ホール。無料。

２月７日までに申込フォーム（https://

forms.gle/Mui2h1eNtGzCGcuWA）

より※応募多数の場合は抽選。 西宮市

文化振興財団（☎33-3146）

●救急講習会　普通救命講習（心肺蘇

生法・AEDの取り扱い方・応急手当の

方法などについて３時間）①２月11日

（日）受付：１月９日～２月６日②２月

14日（水）受付：１月９日～２月９日③

２月28日（水）受付：１月９日～２月

22日④３月13日（水）受付：２月13

日～３月８日いずれも９時30分～。

上級救命講習（心肺蘇生法・AEDの取

り扱い方・応急手当の方法などについ

て８時間）⑤３月10日（日）9時30分

～ 18時30分、受付：２月13日～３

月5日 いずれも市・消防局。定員20

人。 ＆ 受付期間内に市・消防局救

急課（☎38-6577）へ

●インターカレッジ西宮 大学共同講座

後期　①２月22日（木）先人達に学ぶ

心と身体のケア：世界の補完代替療法

の話-呪術時代から現代まで-②２月

29日（木）演劇の時間-今、過去を演じ

るのは未来のため-③３月７日（木）西

宮市と雑誌『保育』のつながり④地方自

治の現在、過去、未来～あらためて地方

分権改革を考える～、いずれも18時

30分～ 20時。3000円（全４回）。定員

100人。 ＆ ＆ ２月１日までに西宮

市大学交流センター（☎69-3155）へ

●基礎から学ぶ山歩きセミナー　①屋

北野恒富《春餘》
1929-30 年

中村大三郎《紫式部》／京都市学校歴史博物館蔵　通期

赤の女王のマスク・冠・首飾り　
マヤ文明、7 世紀後半　パレ
ンケ、13 号神殿出土　アルベ
ルト・ルス・ルイリエ パレン
ケ遺跡博物館蔵　©Secretaría 
de Cultura-INAH-MEX. Foto: 
Michel Zabé

《昼食》1868-69 年 油彩、カンヴァ
ス231.5 ×151.5cm シュテーデル
美 術 館©Stadel Museum, Frankfurt 
am Main

内講習：３月３日（日）９時～ 16時

西宮市民会館②実習：３月17日（日）

９時～ 16時 六甲・東お多福山周辺

※雨天決行、荒天時は３月31日（日）に

延期。1500円（テキスト付）。定員50

人（先着順）。筆記用具（黒・赤のボー

ルペン他）持参。 ２月15日までに西

宮明昭山の会ホームページ、電話、FAX

で 申し 込 み。 同 会（☎ 06-6878-

5960※20時～ 21時／ FAX常時可）

●EWC環境パネル展　２月15日（木）

～ 25日（日）10時～ 17時※最終日は

16時まで。19日は市民ギャラリー休

館日のため閉館。 市民ギャラリー。無

料。西宮市在住、在学、在勤の小学生か

ら大人による生きものやごみ、国際、

平和、福祉、防災などをテーマとした

作品（模造紙、画用紙、立体工作など）

の展示。25日は優秀作品を表彰しま

す。

　『宮っ子』をよく読んで、お年玉
クイズの答えを見つけてくださ
い。はがきに答え、希望賞品、住
所、氏名、年齢、新年号の感想を
書き、１月20日（土）＜必着＞ま
でに、巻末の西宮コミュニティ協
会（〒662-8567 六湛寺町 10-３
市民協働推進課内）へ。感想は誌
上で紹介する場合があります。匿
名希望の人はその旨をお書きく
ださい。
　当選者の発表は商品の発送を
もって代えさせていただきます
（個人情報は、他の目的には一切
使用しません）。

問題１　美しく光る蛍が観賞できる橋の名前は？
 Ａ．生瀬橋　Ｂ．十王堂橋　　Ｃ．大西ループ橋
問題２　夙川に架かる芦原橋が出てくる小説『ランゲルハンス島の午後』の作者は誰でしょう？
 Ａ．宮本輝　　Ｂ．村上春樹　　Ｃ．谷崎潤一郎
問題３　阪神久寿川駅の東にある錦橋が出てくる小説『青年の環』の作者は誰でしょう？
 Ａ．玉木宏　　Ｂ．野間宏　　Ｃ．関口宏
問題４　武庫川に架かる上武庫橋が現在の橋に架け替えられる前、その狭さからつけられた通称は？
 Ａ．ゴリゴリ橋　Ｂ．ガリガリ橋　Ｃ．ゲキセマ橋

お年玉クイズ

①西宮市大谷記念美術館「コレクション展　日本画ことはじめ」 招待券５組10人
②嵯峨嵐山文華館「よきかな源氏物語」 招待券５組10人
③国立国際美術館　特別展「古代メキシコ ―マヤ、アステカ、テオティワカン」 招待券２組４人
④大阪中之島美術館「モネ 連作の情景」 招待券２組４人
⑤みやたんグッズ（2500円相当） ５人 
⑥QUOカード（3000円分） ５人
⑦QUOカード（1000円分） 10人

賞　品

関西ペイントがサポートする施工店をご紹介しています。 リフォームサミット

ホームページはこちら大切な住まいの塗り替えに
より良い「製品」と「技術」と
「サービス」をお届けします。
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●西宮市大谷記念美術館「コレクショ

ン展　日本画ことはじめ」チケプレ
1月13日（土）～２月

18日（日）10時～ 17

時※入場は閉館の30

分前まで■場 同館。水

曜 休 館。一 般1000

円、高 大 生 600円、

小中生400円。障が

いのある人とその介

助者１人は無料（要

証明）。ココロンカー

ド・のびのびパスポ

ート提示の小中生は無料。■場＆■問同館

（☎33-0164）

●嵯峨嵐山文華館「よきかな源氏物語」

チケプレ

前期：１月18日（木）～ 3月4日（月）

後 期：3月6日（水）～ 4 月7日（日）

10時～17時※入場は閉館の30分前

まで、２月17日（土）は15時閉館。２

月18日・3月5日休館。一般1000円、

高校生600円、小中生400円。障が

いのある人とその介助者１人まで600

円。幼児無料。■場＆■問同館事務局（☎

075-882-1111）

介助者１人は当日料金の半額（要証明）。

大阪市総合コールセンター（☎06-

4301-7285　８時～21時・年中無休）

●西宮市子ども会文化サークル連盟発

表会　１月13日（土）13時40分～ 16

時 アミティ・ベイコムホール。無料。

市・教育委員会青少年育成課（☎

31-5421）

●はじめての「お能」体験～一緒に楽し

むワークショップ　１月13日（土）①

能面のようなお面を描こう：14時～②

一緒にお能を楽しもう：15時～。無料。

＆ 甲東ホール（☎51-5144）

●2024 ニューイヤーコンサート　
１月16日（火）15時～ 芸術文化セン

ター。一般2000円（全席自由）※当日

500円増。未就学児の入場不可。 西

宮市文化振興財団（☎33-3111）

●ランチタイムコンサート　１月19日

（金）12時20分～ アミティ・ベイコ

ムホール。500円（全席自由）。未就学

児の入場不可。 西宮市文化振興財団

（☎33-3111）

●20歳のアーティストみやっこ成人

コ ン サ ー ト　①１月20日（土）②１月

27日（土）いずれも15時～。500円（全

席自由）。未就学児の入場不可。■場＆■問

西宮市プレラホール（☎64-9485）

●古典芸能観賞会日本舞踊　１月27

日（土）13時30分～■場アミティ・ベイ

コムホール。1000円（全席自由）。未

就学児の入場不可。■問西宮市文化振興

財団（☎33-3111）

●小さな劇場ミクロポディウム＆肩掛

け人形芝居　２月４日（日）①13時30

分～②16時30分～。大人1000円、

中学生～大学生500円、３歳～小学生

300円。３歳未満無料。■場＆■問甲東ホ

ール（☎51-5144）

●合唱講習会　２月11日（日・祝）14

時～ なるお文化ホール。500円（資

●国立国際美術館　特別展「古代メキ

シコ ―マヤ、アステカ、テオティワカ

ン」チケプレ
２月６日（火）～

５月６日（月・振

休）10時～17時、

金・土曜日は20

時まで※入場は

閉 館 の 30 分 前

まで。月曜、２月

13日は休館※２

月12日、４月29

日、５月６日は開

館。 一 般 2100

円、大学生1300

円、高 校 生 900

円、中学生以下無

料※大学生、高校生、中学生以下要証

明。心身に障がいのある人とその介助

者１人は無料（要証明）。■場＆■問同館（☎

06-6447-4680）

●大阪中之島美術館「モネ 連作の情

景」チケプレ
２月10日（土）

～ ５ 月 ６ 日

（月・振 休）10

時～18時※入

場は閉館の30

分前まで 同

館5階展示室。

月曜日休館※

２月1 2日、４

月１日・15日・

22 日・29 日、

５月６日は開

館。一般2500

円、高大生1500円、小中生500円、

未就学児は無料。障害のある人とその

料代含む）。 西宮市文化振興財団（☎

33-3146）

●ミ・ベモル ポピュラーコンサート　
２月17日（土）18時30分～ アミテ

ィ・ベイコムホール。一般2500円、

25歳以下2000円（全席自由）※当日

500円増。未就学児の入場不可。 西

宮市文化振興財団（☎33-3111）

●宮っ子おやこコンサート　２月24日

（土）14時～ なるお文化ホール。無料。

２月７日までに申込フォーム（https://

forms.gle/Mui2h1eNtGzCGcuWA）

より※応募多数の場合は抽選。 西宮市

文化振興財団（☎33-3146）

●救急講習会　普通救命講習（心肺蘇

生法・AEDの取り扱い方・応急手当の

方法などについて３時間）①２月11日

（日）受付：１月９日～２月６日②２月

14日（水）受付：１月９日～２月９日③

２月28日（水）受付：１月９日～２月

22日④３月13日（水）受付：２月13

日～３月８日いずれも９時30分～。

上級救命講習（心肺蘇生法・AEDの取

り扱い方・応急手当の方法などについ

て８時間）⑤３月10日（日）9時30分

～ 18時30分、受付：２月13日～３

月5日 いずれも市・消防局。定員20

人。 ＆ 受付期間内に市・消防局救

急課（☎38-6577）へ

●インターカレッジ西宮 大学共同講座

後期　①２月22日（木）先人達に学ぶ

心と身体のケア：世界の補完代替療法

の話-呪術時代から現代まで-②２月

29日（木）演劇の時間-今、過去を演じ

るのは未来のため-③３月７日（木）西

宮市と雑誌『保育』のつながり④地方自

治の現在、過去、未来～あらためて地方

分権改革を考える～、いずれも18時

30分～ 20時。3000円（全４回）。定員

100人。 ＆ ＆ ２月１日までに西宮

市大学交流センター（☎69-3155）へ

●基礎から学ぶ山歩きセミナー　①屋

北野恒富《春餘》
1929-30 年

中村大三郎《紫式部》／京都市学校歴史博物館蔵　通期

赤の女王のマスク・冠・首飾り　
マヤ文明、7 世紀後半　パレ
ンケ、13 号神殿出土　アルベ
ルト・ルス・ルイリエ パレン
ケ遺跡博物館蔵　©Secretaría 
de Cultura-INAH-MEX. Foto: 
Michel Zabé

《昼食》1868-69 年 油彩、カンヴァ
ス231.5 ×151.5cm シュテーデル
美 術 館©Stadel Museum, Frankfurt 
am Main

内講習：３月３日（日）９時～ 16時

西宮市民会館②実習：３月17日（日）

９時～ 16時 六甲・東お多福山周辺

※雨天決行、荒天時は３月31日（日）に

延期。1500円（テキスト付）。定員50

人（先着順）。筆記用具（黒・赤のボー

ルペン他）持参。 ２月15日までに西

宮明昭山の会ホームページ、電話、FAX

で 申し 込 み。 同 会（☎ 06-6878-

5960※20時～ 21時／ FAX常時可）

●EWC環境パネル展　２月15日（木）

～ 25日（日）10時～ 17時※最終日は

16時まで。19日は市民ギャラリー休

館日のため閉館。 市民ギャラリー。無

料。西宮市在住、在学、在勤の小学生か

ら大人による生きものやごみ、国際、

平和、福祉、防災などをテーマとした

作品（模造紙、画用紙、立体工作など）

の展示。25日は優秀作品を表彰しま

す。

　『宮っ子』をよく読んで、お年玉
クイズの答えを見つけてくださ
い。はがきに答え、希望賞品、住
所、氏名、年齢、新年号の感想を
書き、１月20日（土）＜必着＞ま
でに、巻末の西宮コミュニティ協
会（〒662-8567 六湛寺町 10-３
市民協働推進課内）へ。感想は誌
上で紹介する場合があります。匿
名希望の人はその旨をお書きく
ださい。
　当選者の発表は商品の発送を
もって代えさせていただきます
（個人情報は、他の目的には一切
使用しません）。

問題１　美しく光る蛍が観賞できる橋の名前は？
 Ａ．生瀬橋　Ｂ．十王堂橋　　Ｃ．大西ループ橋
問題２　夙川に架かる芦原橋が出てくる小説『ランゲルハンス島の午後』の作者は誰でしょう？
 Ａ．宮本輝　　Ｂ．村上春樹　　Ｃ．谷崎潤一郎
問題３　阪神久寿川駅の東にある錦橋が出てくる小説『青年の環』の作者は誰でしょう？
 Ａ．玉木宏　　Ｂ．野間宏　　Ｃ．関口宏
問題４　武庫川に架かる上武庫橋が現在の橋に架け替えられる前、その狭さからつけられた通称は？
 Ａ．ゴリゴリ橋　Ｂ．ガリガリ橋　Ｃ．ゲキセマ橋

お年玉クイズ

①西宮市大谷記念美術館「コレクション展　日本画ことはじめ」 招待券５組10人
②嵯峨嵐山文華館「よきかな源氏物語」 招待券５組10人
③国立国際美術館　特別展「古代メキシコ ―マヤ、アステカ、テオティワカン」 招待券２組４人
④大阪中之島美術館「モネ 連作の情景」 招待券２組４人
⑤みやたんグッズ（2500円相当） ５人 
⑥QUOカード（3000円分） ５人
⑦QUOカード（1000円分） 10人

賞　品

浜屋は関西最大級の総合やすらぎ企業です浜屋は関西最大級の総合やすらぎ企業です
●電車をご利用の方／
阪急門戸厄神下車
線路沿に南へ

●お車をご利用の方／
東方面からは阪急の
高架の側道を通って
Uターンしてください。

ホームページ姫路本社直通 受付時間/
午前10時→午後６時30分お問合せ、お仏壇・お墓のご相談はフリーコール
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　東川に架かる上高座橋の北、廣田神社
前バス停がある橋です。すぐそばにある
川沿いの新池南児童公園は、春に桜が満
開になります。

◆2049号橋 ＜広田地域＞

阪急バス廣田神社前下車すぐ

　御前浜と西宮浜を結ぶ歩行者と自転車
専用の橋です。阪神・淡路大震災の後、西
宮大橋が通行止めになったことで、仮設の
橋としてできました。桁下の高さが約3.9ｍ
と低いため、大型の船も通過できるように
橋桁が跳ね上がる構造になっています。

◆跳ね橋（御前浜橋） ＜浜脇地域＞

阪神バス西波止町下車徒歩約 7 分

　西宮マリナパークシティ海のまち1番館
と駐車場棟の屋上にある公園を結んでいま
す。毎年11月下旬から年明けの1月17日ま
で、イルミネーションが点灯されています。

◆六甲ブリッジ ＜西宮浜地域＞

阪神バスマリナパーク西から徒歩約 2 分

　JR西宮駅北のバスターミナ
ルから西方向へ行くと、道路は
２本に分かれ、直進すると右側
に津田橋が見え、橋の北東に
は親水南公園が広がっていま
す。昔から交通量が多い道で、
路線バスも走ります。古い橋を
残しながら、昭和55（1980）
年に架け替えられました。

◆津田橋 ＜芦原地域＞

JR 西宮駅から徒歩約 3 分

　明治7（1874）年、官営鉄道（現JRグループ）大阪―神戸間の開通
時に日本最初の鉄橋として架けられた武庫川橋梁。甲子園口にある
ふるさと桜づつみ回廊から間近に見ることができ、鉄道ファンに人
気の撮影スポットとなっています。

◆武庫川橋梁 ＜甲子園口地域＞

JR 甲子園口駅から徒歩約 5 分

　かつてこの近くにあった西宮球場は、阪急ブレーブス
（現オリックス・バファローズ）の本拠地で、コンサートな
どのイベントも行われていました。橋の名にその歴史を伝
えます。

◆球場橋 ＜平木地域＞

阪急西宮北口駅から徒歩約 3 分

Part4444
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今
年
の
新
年
号
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
5
類
に
移

行
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れ
て
初
め
て
の
新
年
号
の
編
集
で
し
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宮
コ
ミ
ュ
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協
会
26
地
域
の
編
集
員
が
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ま
り
、全
員
で
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を
合
わ
せ
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制
作
に

携
わ
る
こ
と
が
で
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た
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
歩
ん
で
き
た
『
宮
っ
子
』も
、今
年
で
創
刊
45
年
に
な
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ま
す
。市
民
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ラ
ン
テ
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に
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る
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民
の
た
め
の
、地
域
に
根
差
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コ

ミ
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テ
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全
国
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宮
の
文
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と
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育
っ
て
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
皆
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ま
と
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緒
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実
し
た
誌
面
作
り
に
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て
い
き
ま
す
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最
後
ま
で
読
ん
で
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。今
年
も
皆
さ
ま
に
と
っ
て
明
る
く
、幸
多
い
一
年
に
な

り
ま
す
よ
う
、編
集
員
一
同
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

　28ページに、新春読者プレゼントの
クイズを掲載しています。 本編を読み、
クイズに答えて応募してください。 

　昨年10月28日に西
宮市役所周辺で開催さ
れた「第48回にしのみ
や市民祭り」に出展し、 
西宮コミュニティ協会の
紹介パネルを展示した他、     クイズを行い、大盛況でした。

日 時：2月17日（土）  13時30分～
会 場：勤労会館ホール
●西宮市わがまち賞、コミュニティ協会賞の表彰
●奥河洋介さんの講演（株式会社HITOTOWA）

内
容
問い合わせ　市・市民協働推進課（☎0798‒35‒3458）
※詳細は市・ホームページや市民協働推進課、各支所、公民館などで配布
　するちらしをご確認ください
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問い合わせ先：市・教育委員会青少年育成課　
☎0798‒31‒5428

E‒mail　vo_k_seisyo@nishi .or.jp

日時：令和6年1月8日（月・祝）
開場時間：12時～14時20分
（式典時間：13時～13時30分）

会場：阪神甲子園球場（西宮市甲子園町1‒82）
対象：平成15（2003）年4月2日～

平成16（2004）年4月1日生まれの人
内容：式典

（式辞、来賓あいさつ、二十歳代表のことばなど）
※式典用の駐車場はありません。 公共交通機関をご利用ください
（会場周辺は駐停車禁止）
※北部地域臨時無料バスの運行はありません
※客席には屋根がありますが、来場の際は十分な防寒及び雨天
対策をお願いします
※アルコール類、缶、瓶、危険物、ペット（盲導犬や聴覚犬を除く）
は持ち込み禁止です

■編集・発行／西宮コミュニティ協会
　〒662‒8567 西宮市六湛寺町１０‒３ 市庁舎７階市民協働推進課内
　☎０７９８‒３５‒３４58　FAX ０７９８‒３６‒２８８２
　https://miyakko‒nishi.com/MIYAKKO‒SYSTEM/

■表紙題材／株式会社今竹
■編集協力／株式会社小西印刷所　 ■印刷／株式会社小西印刷所
■全市共通版広告の申し込み・問い合わせ／株式会社小西印刷所 本社営業 三島
　☎０７９８‒３６‒３６３６  FAX ０７９８‒３５‒１３３３  https://www.konishi‒p.co.jp/

■『宮っ子』は企画、 編集、 配布を市民ボランティアで行っている地域情報誌です。 各支所・市民サービス
　センターで配布しています。 過去のバックナンバーはインターネットから閲覧可能です。 宮っ子　検索 検 索

地
域

氏

　名

木
下
　暁
美

佐
伯
佐
知
子

高
橋
　哲
郎

太
田
　信
江

山
戸
　夏
代

吉
村
　春
子

藤
井
　智
明

山
﨑
そ
の
え

今
田
　由
美

山
本
　章
羽

藤
岡
　通
夫

野
崎
　敏
乃

廣
瀬
　仁
人

南
　
　
　薫

幸
　
　顕
子

清
水
　純
子

𠮷
田
　邦
弘

小
川
　孝
子

梅
本
　信
二

山
本
　信
行

梅
元
　博
之

坂
井
　智
子

上
嶋
　歌
苗

平
田
香
緒
里

岡
田
　五
月

荒
木
　美
佐

友
安
　義
昭

葛
馬
由
紀
子

辻
　
　二
奈

（
地
域
名
50
音
順
）

芦

原

今

津

上
ケ
原

瓦

木

神

原

北

口

苦
楽
園

甲
子
園
口

〃
甲

東

香
櫨
園

甲

陽

越
木
岩

夙

川

大

社

津

　門

名

　塩

生

　瀬

鳴

尾
〃

西
宮
浜

浜

脇

春

風

平

木

広

田

安

井

山

口

用

海
〃 令

和
6
年

新
年
号
編
集
員

コミ協レポート

編集後記
「西宮市二十歳のつどい」

令和
6年

新春読者プレゼントのご案内





歩
く
、ハ
シ
る
、見
て
楽
し
む

橋
が
つ
な
ぐ
人
と
ま
ち

嘉永橋

383
January‒February 2024
1 2

N
o.383  2024 年

1・
2 月
号
　
令
和
6（
2024）年

1月
1日
 通
巻
383号

　
編
集・発

行
／
西
宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
会（
☎
0798‒35‒3458）　

令
和
６
年 

新
年
号

芦
　
原

芦　　原

芦
原
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ


	2024本文01.02
	表紙張り込み用

